
特  
年度  原著論文  

く件）  

研究課題名  研究事業   研究者代表者氏  名  専門的・学術的観点からの成果   
名  

臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的嶺点からの成果   その他のインパクト  出  

Ⅶl索  
姶了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   願 取  

待   

HTLV－1感染約60年を経て発症する  上記の著名人は、「ATLと闘う」と顆する  

ATLの5年生存率は約1仇と極めて予後 不良である。本研究班では、50才以上  新聞記事の中で、非血縁のボランティア  

の患者を対象として、血縁者末梢血を  
最近、著名人がATしを発症したことやウ  

成人丁細胞白血病（A  
イルスキヤリアに関する日赤デーうが発  

TL）に対する同種斡  

細胞移欄療腐の開発 とそのHTし∨－1排除  

機構の解明に関する  
研究   成果であると考えられる。臨床試験の縮 果は、3つの英文論文として公表されて おり、国際的にみても、移紺こ射する唯  

究班の結実が厚生労働行政に与える影  
－の前向き！越として意嶺が高いと思 われる 響は少なからずあると考えられる。   

。   のであり、社会的なイン′くクトも大である  
ことを示唆した。  と思われる。   

陣痛の補助療法に闇するエビデンスは  
世界的に乏しい。本研究では効果わ叩  
持されるGS療法に関して、算1，2相試  

なし   0  0  0  0  3    0  0  0   切除可能撞胆道領域 がんに対する補助療 法の研究  19  21  がん臨床研 究  二 騰     験が完遂され、補助療法としての容量 設定と安全性の確認がなされた。その 結果 、本療法に関する幕3相試験を美  
施し、新たなエビデンスを創出するため  
の基盤が形成された。   用量が示されたことになる。   

全体では治癒率が7（冷程度の達する■  
がん患者の中で、際だって予後不良の  
一群であるスキルスtがん（4型）およぴ  
大型3型■がんの予後改善の意義は極  

進行▼がんの生存率  めて大きい。従来の術後補助化学療法  

を向上させる標準的 治療法の開発に関す  特になし。   0  9  15  6  47  26  0  0  0   

る研究   と、再発の大半が鵬播種であることか ら考えると、手術前に微小な転移共をコ  
ントロールできる術前化学療法が理論  
的にも最適の治療と考えられ、それを評 価する試験がl駄！馴こ実施されているこ  

い 
と自体が大きな成果とえる。   つつあることへの手i附ま大きい。   

がん書門施軌こよる臨床腫ヰグループ が∵■がん手術の異なる術式を比較す  
る前向き大規模ランダム化繊を企画  

の505して了し 
し、予定伊】を登録終た。 1全掬における麻欄の意義を問うR（⊃T   

t上部癌手術におけ   

19  21  がんl注l東研 究  佐野 武  のえの 的に評価することが王妻である。本試農  

では、脾檎が安全に遂行された場合の 裡瘍学的な意義がRCTで示されることに なり 
、その結果を世界の外科医が注視し ている 

。   
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特  

年度  
原著論文  

（件）  

研究誅僧名  研究事業   研究者代表者氏    専門的・学術的観点からの成果   名  臨床的葡点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成美   その他のインパクト  出  

肌1終  
名  

始了  弔】 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   殿 取  
得   

小細胞肺がんは肺がんの15‰程度を占  
限局型小袖胞肺がんに対する標準治療  め、その半数は限局期である。我々は、 のによ 
は、エトボシド＋シスプラチン療法と加 速多分割部放射線療法の同時併用  

限局型小袖地肺がん  胸 である。これに日本独自のシスプラチン ＋ビンクリスチン＋ドキソルビシン＋エト  
に対する新たな棟溝 的治療の確立に閲す  
る研究   田村友秀       ポシド（CODE）毎週投与法あるいはアム ルビシン＋シスプラチン（AP）療法を追  

加する治療は、現時点で最も効果が期  
持される治療法であるとともに、世界的  
にも注月を▲めている。   する本研究は、肺がん診療の均てん化 およぴレベルアップに大きく貢献するも  

のと考える。   

身体各部位の固形癌切除後の組織再  
姐こは形成外科的な手技が多用されて  
いるが、施設や編者により再建方法に  術後合併症が少なくかつ．術後機能の  

生存率とQOLの向上  
本研究で得られた結果は、わが国で に 
は長年わたり多数の症例・経験を有  

6  27  37  ヰ  67  14  0  0  0   

を目指したがん切除 後の形成再建手技の 標準化  19  21  がん臨床研 究  中塚貴志    する施設・術者の検打続果であり，世界 的に見ても多数例の検討であり、高い 昔温性と妥当性を有すると考えられる 。  

ることが裏付けられたが、四肢・体幹で  
できる。   

は有茎皮弁・巌皮弁の適応症例も多  
かった。   

海外では、GVHDや感染症に対する標  近年、FCNやMMFの適応外債用例が急  
準治療として広く用いられているミコフェ  増しており、移橿領域での適応拡大が  

ノール酸モフェチル（MMF）．杭ヒトTリン  望まれている。FCNの適応拡大について  
パ球ウサギ免疫グロブリン（ATG）、ホス  厚労省・PMロAと計5回面談を行い∴冶  

治療関連合併症を滅  
おける適応外債用の現状を全国網主に  カルネットナトリウム（FCN）の我が鳳こ   

の向上を目指す掛  少させて同檀造血幹 細胞移穐後の生存率  的治療法の開発研究  19  21  がんl阻床研 究  福田 隆浩        より明らかにし、効能追加に直♯する多 施設共同臨床試験を行い、我が包独自 のエビデンスを確立することにより適応  
拡大を目指す。同種造血細胞移維後に  月に行った結果，MMFの全国使用状況  
厳格血糖管理を行うことにより感染症や  調査に加えて、薬物動態検査も含めた  
GVHOのリスクが減少する可能性につい  MMF予防に関する多施設共剛臨床試験  

て、世界でも初めて報告した。   1日分3経口投与が有用であることを報  を施行した後に適応拡大中！竃を行う方  

告〔た。   針となった。   ことは極めて正妻である。   

ぴまん性大維胞型B細胞リンパ隆  
（DL8Cし〉に対する標準的治療はR－  

CHOP療法である。しかし、リッキシマフ  

の至適併用療法は未確定。本研究は治  
症例登録が予定集蔵ペースを下回った  

療初期のリッキシマフ■中投与療法が   
悪性リンパ腫に対す   患に対する治癒率の高い治療法を開発   

について解析した結果、本試験への適 柊例は7ちと判明 
19  21  がん臨床研 究  堀ほl知光  

準的治療の確立  測した201と両説した。限局期症例割合 の増加が主な要因であり、早期診断が  
日されている。登録▲積ペースが予定を  
下回ったが、適格条件の変更を含むプ  

普及したことを示す結果として注目され  
ロトコール改訂により予定期Ⅶ内での完  る。   

了が期待されるとともに世界へのエビデ  
ンスの発信が期待できる。   
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特  
年座  

原著論文  
（件）  

研究課飽名  名   名   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の関東   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

蘭†柊  
始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 脛   願 取  

得   

本研東班ではS－1の切除不能胆道がん  
に対する位置づけを明らかにするため、  

切除不能胆道がん患者の予後は極め  
て不良であり、その生存期間中央価は  

S－1は平成19年8月に胆道がんへの適  

と期待箋効割合15％を下回り、本刑の1  
応拡大が承認されたが．これまでランダ  

切除不能胆道がんに  6－7ケ月程度である。その成績を向上す るためには新しい有効な治療法の確立  

対する治療法の確立 に帥する研究  19  21  がん臨床刊 究  臭坂柘志      が求められており、全国親株の臨床試 験が必要である。本研究では我が国で  で開発された本則の胆道がんに対する 有用性を評価するために、エビデンスレ  
開発され、胆道がんにも期待されるS－1  
の有効性と安全性を評価した。  ベルの高い成東となることが期待されて  

いる。   受けて、兼Ⅲ相試験を予定しており、国  
際的にも重要な研究成果となることが考  
えられる。   

本研究におけるSMlしE療法の臨床！式験  

の重要な点は以下の3点である。ま一点  
は、ENKしという予後不良な疾患の棟讃  
治療を初めて確立したという点である．  

愚者向け′くンフレツトの作成を行った。  
兼二点はこれまで進行不可能と考えら  

3D  18  2  21  31  0  0  NK細胞謄≠劃こ対す る東アジア多国l都合 療研究  19  21  がん臨床研 究  鈴木律劇       れていた稀少血液疾患を対象とした鑓 床撼でも、前向き臨床！式戦が可能で あることを証明した点であり 、第三点  

は、東アジアにおける国際共同臨床試  関しては、現在NK腫瘍研究会のホーム  

験が実健司能であったという点である。  
ページでも公開している。   

このような試験方法の今後の推進が宴  
まれる。   

本研究を計画した平成16年当時、国内  
では未だFOしOFX療法の経験が無かっ  
たために前研究（H16カモん臨床一一般－  

032）で日本人の進行・再発大腸がんを  
平成20年度厚生労鋤科学研究・研究成  

対象としてFOげOX6療法の第2相舗  
果等一般向け発表会「進行・再発大勝  

大腸がん肝転移症例  がんの治療」平鹿2丁年2月？日於名古  
なし  屠市平成21年度厚生労働科学研究・研  の術後補助化学療法 に棚する研究  19  21  がん臨床研 究  加藤知行       を行い、その縮黒から大腸がん肝転移に 対する補助療法としてmFOしFOX6療法 を採用した 。本研究では肝転移切除例  究成果等一般向け発表会「大腸がん  

を対象としたmFOLFOX6療法の策2相  
治療の進歩」平成22年2月6日於名  

試験を行って．肝切除という過大な手術  
古畳市   

侵襲が及んだ症例に対するmFOしFOX6  
療法における減圭基掌を策定できた。   

抗悪性牲瘍莱分野の適応外債用薬剤  平成2†年2月22日（朝日新聞）、未承認  
である塩酸ノギテカンを用いた併用療法  菜一過応外粂の記事で、本研究班の活  
の臨床試験として、科学的・倫理的にも  動が紹介された。平成22年3月15日（産  
貢が確保され、かつ、将来的な薬事承   本研究成果をもって薬事承認申請を行     経新聞）、ドラッグラグ開始関連の新聞   

再発小児固形腫瘍に   認申請を行う事も視野に入れた研究者  ンを用いた臨床軌験を実施することで、  う書を視野に入れていたため、研究開始  配車の中に研究代表者のコメントが紹   
対する塩酸ノギテカン  現在、凱欄試験部分が継続中であるた  

】9  21  がん臨床研 究  坂本教  

療法の栗Ⅰ／Ⅱ相睦  分野においても応用されうる成果であ  剤とイホスファミドの併用療法が小児が  には寄与しない。   ！相錘部分の結果を基に、平成22年5  r再発小児がん患者に光を一新しいお   
床試験  る．小児がんという希少疾患分野におい  ん領域で試されるのは世界初の手であ  月lこ実際に高度医療申請を行う事を予  薬を届けるために－」（19年9月24日）、  

て、出来るだけ少ない症例数で結果を  定している。   「再発小児がん患者に光を－新しいお  

出すべく、臨床試験デザインとしてベイ  菜を届けるために～（笥2回）」（20年9月  
ズ流のcontlnUalr88SS8SSmOntm8血od  21日）、「治療開発の光と影」（21年9月6  

を用いた事も画期的である。   愚者への福音でもある。  巳）。   
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特  
年度  原著論文  

（件）  

研究課麺名  名   名   臨床的横点からの成果   ガイドライン等の晩発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

朋終  
始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  匡l， 際   願 取  

得   

同種造血幹細胞は、生物製剤である遺  
血幹細胞を除けば、純然たる薬物療法  

造血幹細胞移植時に用いられる．免疫  通常薬剤は添付文書の用法、用土を歩  主任研究者は、日本造血細胞移植学会    である。従って既に方法論が確立してい  本研究損の研究成果は、国内外の学会   
抑制剤（シクロスポリン、タクロリムス）、  考に使用されるが、これは主に少数例  ガイドライン委員会のメンバーとして、  る薬物動態苧・糞力学的な研究によって  にて発表され、論文の形で公表されてい  
移植前処青菜（静注ブスルフアン）、合  の治験患者のデータに基づいて設定さ  「造血幹細胞移植後早期の感染管理」  薬物治療の最適化をはかる事は重要で  る。また、主任研究者は収集した薬剤エ  

再発等の難治性造血   併症治療薬く抗ウイルス剤）について、  れている。しかし．現実の臨東現場で  「GVHD」rHIA不適合血綾肴間遠血幹  あるとともに、確実に成果が得られる分  ビデンスのデータベースに基づき、造血   
蕃腫瘍lこ対する同檀  19  21  がん臨床研 究  森∵眞一郎              0  0  0  72  30  30  0  0  0                                                     多数の臨床薬理動態・薬力学試験を美  ま、高齢者、小児、肝腎陣書患者等、通  繹胞移植」「急性甘個性白血病」「予防  野である。しかし、わが国におけるエビ  幹郷地移植領域で適応拡大可能な薬剤  造血幹細胞移粗を用      施し、その至適投与法を確立した。特に  常の投与圭では遇王，過少になるリスク  按穐」などの日本造血細胞移檀学会ガ  デンスは絶対的に不足しており、現場で  の公知中吉附こ関する研究を実施し、芋  いた効果的治療法確      高齢者 

、小児、臓蕃機能障書などの特  を有する患者が多数存在する。本研究  イドラインの作成に関与した。また、新型  は個人の経験によるさじ加減や欧米の  会と製菓企業の協力のもと、フルダラビ   
立に関する研究  別な患者群における用量設定や」腋注  班が多数実施した臨床某理学的嶺眉の  インフルエンザの流行に際して、造血幹  データに基づいた治療レジメンがそのま  ンの「同性造血幹郷地移植前処置」及び  

製剤を経口製剤に切り替える場合など、  結果により、これらの患者に対しても安  聞胞移絶息者に対する「インフルエン  ま用いられているという現状がある。本  ミカファンギンのr造血幹細胞移植時の  
現実のl臨床現場で頻繁に遭遇する状況  
における薬剤エビデンスを旺立した。   た。   打開し、治療成穣の向上と治療技術の  

均霜化に大きく寄与し得るものと期待さ  
れる。   

再発ハイリスクのぴまん性大細胞型B紳  
地位リンパ裡（DしβCし）とマントル細胞リ ンパ（MCL）の回治療症例を対し  

腫初  て、治療強度を強めた導入化学療法と  
進行期難治性B紺地  

自家末梢血相他移格併用大王化学  
療法仏Pt）SC7一日DC）を確立することを  

た効果的治療に関す  トコールを完成し、後者は登録を開始 し 
リンパ阻こ対する大 王化学療法を併用し   
る臨床研究   、20症例が登録されている。この  

DLBCL及びMCLの予後は不良で．治癒  
率の向上が示唆され、将来棟峯療法と  

なりうる効果的で安全なヰ入療法の確  
立が期待される。   

化学療法先行治療vs．手術先行治療  我が国の卵巣がん年間死亡数は4200  
（標準治療）の第3相試験がlⅣⅠ∨期卵巣 がんを対象に進行中である。手術先行  
群での手術では目標ゴールは最大残存  
腫瘍径1Gm未満であるが、化学療法ヰ  

進行卵巣がんにおけ  

の確立に関する研究   る化学療法先行治療   19  21  がん臨床研 究  吉川 裕之       コース後の手術では目標ゴールは不明 であった。集2相試験および調査研究に より、最大残存腫瘍径ゼロの完全手術 であることが立証され．東3相試験にお いて．手術先行詳、化学療法先行群の 両群において明確な手術目積を持って  
手がれている 
術行わ。この点が、世界で 同時進中の2臨床R験よりも厳格とい  で2のに、 療法先行治療の特性を最大限に生か  

行  
える。   

し、厳密な臨床試験とすることができた。   

小児がん医療体制についてアンケート  
調査を実施し、注目すべき結果を待た。   
すなわちわが国の小児がん症例の約半  

高リスク神経穿腫を対よとする一様事的  数は、すでに小児がん治療施設としての  
神経芽畦におけるリ   治療の臨床！戒厳」により、従来治療の周  日本神経芽腫研究グループ（JNEISG）を  小児がん医療の集約化、高度書円化、      施設要件の比較的整った小児病院等の  平成19年度、20年度、21年度において   
スタ分矧こもとづく彿  糎点を修正し，今後の試験の比較対照  研究基盤とし、全神経芽催の症例登録、  均てん化等について実施したアンケート  一部の施設で治療されており、小児がん  研究成果発表会（一般向け）を開催し、   

19  21  がん臨床研 究  池田一均                 0  9  15  0  5  l  0  0  4                  準的治療の確立と均      成績とすることを目的に試験を実施し  中央診断、検体係属・利用のシステムを  鵠査鳩巣を集計し、アンケ岬ト調壬協力  医療の集約化は実態としてすでに始まり  広く国民に研究内容と結果を開示し、神  てん化および新規診      た。症例垂線を完了し、追跡を行ってい  確立した。また新規リスク診断などの基  施設へ配布した。これは小児がん医療  つつあることが示唆された。また施設要  緑芽種および小児がんの治療開発、医   
断・治療法の開発研  る。「遅塵局所療法の臨床試験jでは、  捜研究とともに高リスク欝を対象とする  体制の整備に際し、重要な資料となるも  件の充足度の高い施設が都市部を中心  療体制整備等の重要性についての理解   
究  化学療法終了後に局所治療を行うわが  に存在することが明らかになる一方、そ  

国独自の戦略を試みた。   のような施設のない地域もあり．希少な  

小児がんの治療、研究体制をどのよう  
に形成してい〈かについてはさらなる検  
討が必妻と考えられた。   
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研究諜僧名  研究事業   研究者代表者氏    専門的・学術的横点からの成果   名  名  
臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開終  和  
始了  文   

得   

「がん患者の誇り」データベースは、患者  
メディアでの報道については、NHK  

インタビュー調査を通じて多様な患者側  rニュースウォッチ9」「クローズアップ硯  

験を可視化し、デ→タペースを安全に積  
代」「おはよう日本」rこユース7」で殿リ  

がん患者の意向によ  簗する方法の概要を把堰できた。それら  
平成21年3月19日の厚生労働省「がん  

る治療方法等の選択  を医療者教青．学術研究に活用する方  
に関する普及啓発想！炎会」公開シンポ  

を可能とする支援休  法についても知見を得た。現在英国  
ジウムにおいて、「英国における『がん当  

制整備を目的とした、 がん体験をめぐる「患  辛者の誇り』による普及啓発について」  
プはドイツ、スペイン、厳国にも広がって  

と瀕して、19年虔の研究計画の中で実  

者の指り」のデータ   おり、本研究班はそれらに先取けてウェ  施した英国DIPExの調査結果を、海外に  
ベース  ブページを公開し国内外の注目を浴び、  いの   

保健医療領軋こおける覚的研究のレベ  
ルアツブに貢献した。   支援するのに役立つ社会資瀕となること  サイト（ww．di叩X一っ．αg）において公開さ  

が期待される。  
れており、情報の追加・更新がなされて  
いる。   

生活皆慣病の発症と関係がある持久力  
の指標である最大酸素摂取王を日本人  エクササイズガイド20（褐で示された生活  

成人男女で測定し柑70年代の価と比較  習慣病発症予肪に必要な最大酸素摂取  
健康づくりのための  循環署疾患  したところ、男性ではすべての年代泥、 女は20及び30代で低下している  体前屈で示される柔軟性と生活習慣病 発症との開陳が示唆された 

性＃成   。今後は生  平成22年度から開始予完の 
ズガイド改定に関す  た。システマテイツクレビューにより生活  

る研究  運動基準・エクササイ  19  21   等生活習≠  田畑 泉  なっていることが示された。最大i酸素摂  瞥憤病発症をアウトカムとして必要な身  
取量を体格・体組成と日常の身体活劇  体活動量・体力の基準価を示すことがで  
（中等度以上の強度）でかなりの精度で  きる可能性を示すことができた   
予測できることを報告した。   

「日本人の食事横取基薗（20川年版）」  

文献学的研究のため、祉按の新たな発 見はないが、「日本人の食事摂取基準  
（～馴0年版〉Jを策定し、それを国のガイ  

循環器疾患  ドラインとして用いていくために、どのよ  

r日本人の食事摂取  19  21   等生活習慣  佐々木敏  
文献学的研究  

生活習慣病の 
研究  観点からの知見を得ることができた。」 九は今後、この分野の学術研究が選択  

すべき方向性を示唆する貴壬な知見で  
あると考えられる。   

与できたのではないかと考えられる。   
定やこの分野の書門家・専門職の情報 源としても有効利用できる文献データ ベースを檎簗できたものと考えられる。   

のと考えられる。   

平成16年に公表された日本人の食事摂  日本人の食事摂取基鶏（2010年版）に   日本人の食事摂取基層は、国や地方自  本研究の成果物である「日本人の倉卒   
取基斗（2即5年版）は、従来からの日本  おいては、これらを適切に活用するた  治休が担う栄養行政にも密接に関与し  摂取墓斗（2010年版）を適切に活用する  

食事摂取基讃の改定を踏まえた食事バ  
るいは策定の根拠等が大きく変化した。  ントやモニタノングを定期的に実施し、対  ランスガイドの見止しに関する検討につ  指導は自治事務となっていることから、  リまとめ牒髄（書）」を用いて、平成21年  
しかし、実践的な業務に対して望ましい  象の状況に応じた栄璽管理の見止しを  いては、平成21年度に厚生労働省健康  各自治体が個別に条例や規則を定めて  †2月に27ら、所で管理栄養士等を対象と  

日本人の食事摂取基   循環器疾患   活用浅については、具体的に示されな  求めている。これはいわゆる健康人だけ  局が設モした「日本人の食事抜取基準J  対応している。この際、日本人の食事膜  したセミナーを開催した。また、これとは  

19  21    由田 克士            0  0  4  0  6  l  0  2  3  研究  を少しでも改善するために、国内外から  1雲である。そこで、成果物（解説書）で  ま、具体的な内容が検討されている。ま  理栄養士等に対する研修などが課僅と  摂取基掌の活用に関わる教授法等につ  
の情報収集と整理、ならびに邑本人の  は．ライフステージ別あるいはリスク有  た、同委■会の最終報告書（平成2之年3  なっている。本研究では、地方自治体か  いてのセミナーも開催した。各参加者に  
食事跳取基準（2010年脹）に新たに示さ  無別に確認しておくことが望ましい検査  月）中の記軌こ関して資料として用いら  らの問い合わせや情舶是供の依頼が  対してはアンケートを実施し、この分野  
九た活用の基礎嘩儀の考え方をより具  項目等を具体的に示すなど、臨床的観  れている。   あった場合、積極的に対応し、研究成果  における課鰭の明確化と共に、この種の  
休化するような成果物等の提案とこれら  点からも食事摂取基準を活用できるよう  の還元を行うと共に、現場サイドからの  取り経みに対する期待の大きさ明らかと  
を用いた普及啓発活動を行った。  な検討を行っている。  意見や要望の吸い上げも行った。  なった。   
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研究課飴名  研究事業   研究者代表者氏  名  専門的ヰ術的観点からの成康   
名  

臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開終  
始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   願 取  

得   

平成19年庚：10月28日滋賀県彦根市  
日本人の食事摂取基準（2010年版）の  

日本人の食事摂取墓  改定に必要なエビデンスを捷供した．具  

準を改定するための  尿中ビタミンおよぴミネラル排泄量が栄  体的には．妊婦に対するナイアシンの付  

エビデンスの構築に  循環器疾患  書持株の有効な代替指標として利用で  加が不要であること，母乳中のクロム，  

モリブデンの価を示したこと．母乳中の ビタミン含王を明確にしたこと．哺乳量を  
取王のバランスの解  関する研究一徹豊栄 養素と多王栄養素摂   

を客観的に評価できることを示した．   
示したこと．ビタミンの相対生体利用率  

明－   
を示したこと，授乳婦の付加丑の算出方  
法を統一化したこと．などである．  

事」12月4日福岡県小食市「新しくなった  

食事摂取基嘩」   

医療サービスの専門職として参画できる  
諸外国における栄養専門韓の養成一書  平成21年度流山市栄養士研柊会におけ  
成体制においては、栄養ケアに関する  る学校給食幸美の一環として学校給食  

保健・医療サービス  循環巻疾患  
る諸外国における栄養専門稔の教育制   

研究   等における栄養ケア の基盤的研究  19  21   等生活習慣 病対策総合   頴永 美幸    実践lこ必要とされる能力（comp8tOnGy） の基準を明確に示し、臨床研修（イン ターンシップ）等を通じて現場指導者の もとで実践経験を積み習得させているこ と、さらには国家政策を反映した実践能 力の最低基準を習得した必要数を養成  としての質の保証に向けた体制につい て紹介した 
したうえで、生涯教育を組み込んだ育成  。学校給食分野においても今  
体制を構築し、栄華ケアの箕を保証して いることを明らかにした 後の億能基準のあり方を検討する必要  

。   能力レベルの向上が期待される。  があるのではないかと考える。   

が期待される。   

本研究の目的は、わが国の中高生の喫  
わが国の主宰な健康課題をモニタリン  

未成年の喫煙・飲酒  循環峯疾患  グすること、課麹を明らかにし、対策を改 め 
鵠査票の開発を行った。  草するた、新たな問憶を検討するこ と、腱康日本21および健やか親子21の  

研究   状況に関する実態調 査研究  19  21   等生活習慣 病対策総合   大井田 隆   煙及び飲酒実態とその動向を明らかに し、変動に影せを及ぼす要因の関連を 検討し、わが国の喫煙、飲酒対策の推  最終評価のための情報を得るためにこ  
進方策を検討することである。   

の調査を実施した。   

平成21年11月7日に、慶應義塾大字信  
既に基礎疾患を有しかつ頸動脈におけ る中院内性根合体肥陣を毒する者にお  濃町キャンバスビて、「満と健康」－アル  

若年者、女性の飲酒間麺，飲酒運転な どの飲酒に伴う社会間絶の実態も解明    いては、20g／8前後の少王の飲酒習慣  コールとの上手なつきあい方－と施し  

であっても、それがメタポリツウシンド  

わが国における飲酒  され、今後の介入の方向性を示すもの  し、それを用いた介入の長期の効果を  ル依存症との関係について検討し、欽  表会を行った。講師は。石井裕正虚腐  

の実態ならびに飲酒  循環器疾患  ロームや動脈硬化の進展に悪影響を及 ぱしていることが示唆された 

病、公衆価生上の渚  に間違する生活習≠   。アルコー ル性肝硬変、大酒家肝紺地癌において でも肥満・2型糖尿病の合併が多く 
間態とその対策に開  研究   、肝 化 
する総合的研究   機権，肝癌発症の危険因子と考えら れた。急性捧炎および慢性掟炎につい  

ての検討では、アルコール性が急性膵 炎患者の～9、5L慢性障炎患者の64．9兄  
明らかになった。  を占め、依然として主要な成因であるこ  影智を低減するための計画策走につい  

とが明らかになった。   なった。   て、参加された市民に伝える機会となっ  
た。   
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原著論文  
（件）  

研究課鵠名  研究事業   研究者代表者氏    専門的・学術的観点からの成果   名  臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  
名  

開l終  和  
始了  文   

得   

虚血性心疾患に対する外来通院型心臓  全国実臆調査偏析により、心臓リハの  
リハビリテーション（リハ）の効果を多施   収支バランスは施設ごとのばらつきが大  平成20年11月1日に市民公開講座を開   
設調査により検討した。急性心筋梗塞  及しているものの、退院後の外来通院  きいことおよぴ、わが国の平均的施設で  催し一般市民115名の参加者を得た。ま  

血血性心痛應に対す   日本循環暮学会の「心血管疾患にお けるリハビリテーションに関するガイドラ  
る外来型心臓リハビ  循環暮疾患   

イン（2【氾7年改訂版）」（日本循環峯学会 ホームページhtuノ／w岬山一  

のエビデンスの確立  ′19  21    後藤巣－  37  34  139  巴  皿  0  0  0  2  
と普及方策の検討に  研究  ci忙．αJp／即id81in8／pd〝JCS2007、nd帽「 8九p㈹の次期改訂においては、本研究  
閲する多施設研究  と非施行群107例の予後を調査し、心臓  勒耐容能や冠危険因子の改善に加え  欧米の心臓リハブログラムでは、栄養  査した結果、一般健常者5716名のうち  

班の成果が取り入れられるべきである。  
に大きく、3年後までの心疾患再入院奉  が国で初めて示した。今後は外来心臓リ  口負担額が低く、プログラム完了辛が高  いなど、心臓リハの社会的認知度が著  
が有意に低いことを明らかにした。これ  く、第Ⅲ帝リハヘの連携が整備されてい  
らはわが国で初めての知見である。   るなどの新知見が明らかになった。   

本研究では研究成果かになったヒスタミ  
ヒスタミンと心不全の   循環碁疾患   ン刺激と心筋代謝り♭不全とのかかわリ  本研究は、心不全の本態である心筋機     l  ガイドライン等については、矧こ本研究   アメリカ心臓病学会にて発表ワ海外情報  
湘遵についての検討  内容は特  出顔中；あり 特   誌に記事が満載され世界中に本研究   

ロッカーは心不全を  研究  かる薬剤の効果確認試験をおこなうこと  物学的メカニズムからみた心不全の理  、て ていきたい。   19  21    北風政史                      5  74  10  0  44  18  『  0  0   －H2レセプターブ    等生活習慣   を明確にし、さbにそのメカ＿ズムの分 子生物学的解析および多施軌こよるか  能不全に即して新しい別添から検討す るものであり従来の研究による分子生  内容は反映されていない。今後、学会等  本研究脊 許を で、 許を取得できれば創菜などに働きかけ  内容が情報発信されている。また、ブラ      病対策総合       本研究内容を伝達し、積極的に働    ンス」睦国の製薬メーカーから本研究か  ツ  
改善するか  により心不全の病態を新しい側面から  らの創業について聞い合わせがあった。   

明らかとする端緒となった。   

全17施設1797例（CABG群1243例．PCl  

群654例）、C八日G群でInsulin、腎機能陣 嘗等量症例が有意に多かったが、1．生 命予後はCA8GとPClで同等。1nsu柚例  
最期遠隔成棟からみ   循環菩疾患   ではCABGの方が良好2．MACEはPCI後   

19  21    小林膿二郎  
に関する研究  研究  再狭利こよるreint8川8nt10∩3，両群で  邦のデータからも裏付た。この成果を臨  スグラフトと手術術式の選カイドライ  つ 本邦のデータからも心事故回避や  こて20年2月 21年4月 同年9月に取り         HbAIc価¢．5％以上と以下との比較では、  

予後に善がないが、HbAIc＞9％では  

CA8G術後の死亡やMACE発生が多 い 
、などの結果をヨーロッパや複数の国  される予定である。   

内学会で公表した。   
る。   

健♯人における心血管病の発症・死亡  
をエンドポイントとした吹田研究（2．咄7  

ヒトサンプルや動物試験の結果から、酸  
化しDし受容体（LOX－1）が、血管壁への  し0×－1リガンド量およびしOXIndexは、こ  

腑質沈着、血栓形成、動脈硬化よ形  
マーカーとなることが明らかとなった。特  高血圧と並ぷ新しい危険因子が明らか   れまでの既知の危険因子とは独立した  LOXリガンドおよぴLOXiれ由xの心血管 痛発症予知の可能性に対する成果は 

、 国際誌（Clin；G81Ch8mistry2010年S6   
関する研究  
動脈硬化性疾患の発  19  21  循環器疾患 等生活習慣  沢村達也  

的に虚血性心疾患の危険因子と考えら   
しOX－1を介して心血管における生理作  えられる。   
用を発現していることが明らかとなった。   

リスクをよく予知することが明らかとなっ  
た。   
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特  

年度  
原著論文  

（件〉  

研究課題名  研究事業   研究者代表者氏  名  専門的・学術的観点からの成果   
名  

臨床的観点からの成果   ガイドライン篭の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開終  和 文  英 文  
始了  等  和 文   

得   

後ろ向き観察研究の結果から以下の点  
が明らかとなった。1、本病婦は動脈硬 化とは異なると考えられる 

。2、日本人と 欧米人で病態の進行促應眉子が異なる  
日本人における動脈  循環器疾患  
硬化性大動脈弁膜疾 患の発症・進展予防  

病対策総合  可能性が示された。3．軽症段階と高度 進行例では病態促進因子が異なる可能 性が示された。4、高座進行例では内科  
に関する研究   研究   的介入は困難と考えられる5、軽症例で は 

、アンジオテンシン受容体描抗凄によ り病態の進行を遅延させうる一方．ワル  
ファリンには大動脈弁石灰化促進作用  
を認めることが示唆された。   

r多目的コホート（JP  

HCコホート）」におけ  循環器疾患  糖尿病の発症、糖尿病の与えるインパ  

ウシンドロームの発症  る糖尿病・メタポリツ   該当せず。   該当せず。   0    6  0  0  0  0  0  0   

要因と実絶分析に関  研究   ンスを発信し、大いに成果を挙げた。   

する研究   

多施設コホートを基  龍負荷検査は予後と映像があることが かっ 

盤とした糖尿病・メタ  分た。しかし．絶島荷検査自身受診 にし 
循環墨疾点  舌対て、時Ⅶ的、権済的、複数の採  

財団法人循環暮病研究振興財団の  
ポリッウシンドローム  発行する冊子「平成21年度厚生労働  
の発症要周と脳卒 中 特になし  科学研究費循環器疾患等生活習慣病  

・■b紡錘真の発症  研究   して、HOMA指数が考えられた。今後さ らに慎重に検討を行い、感度特異度の  対策総合研究事業及び推進事業」の取  
に果たす役割に射す  点い項目を検討して、生活習慣改善の  リ上げられる。   
る前向き研究   方策を賀することができるようにする。   

（1〉鵬tlの予備段階ではBMDは増加  
し．骨組葦症を併発しないがMoトsが進 行して血管が硬化し 

，動脈硬化を来たし  

わが国の女性におけ  てくるとBMDは低下し．骨組環症化を呈  

る生活習慣病の実態  循環暮疾患  するので，M成一Sと骨組轄症は併発する  

把握と発症要田の探 索及び介入に関する  特になし   特になし   0  9  10  0  67    0  ○  0   

研究   研究   体脂肪面積が大きい対象者では．連動  
エネルギー王が増大していることが判明  
した。（3）AGE阻讐因子である8SRAGE  
はVF九hsCRP．インスリンとの間に有  
意な負相関を認めた。   
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特  

年産  
原著論文  

（件）  

研究課題名  研究書業   研究者代表者氏    専門的・学術的観点からの成果   名  名  
吐床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成案   その他のイン／くクト  出  

開終  
姶7  和 文  英 文 等  細 文  美 文 等  国 内  国 際   麻 取  

得   

特定保健指導積極的支援について、6  
か月、1年後の評価をおこない、保健指  

地隕職域における  循環器疾患  
生活習慣病予防活  
動・疾病管理による  
題療貪適正化効果に  病対策総合  が代謝指標や血圧、メタポリツクシンド ローム判定の改善と関連があることを  
闇する研究   研究   示した。Pr叩8nS止yScor8M故ching法に  

中日新聞等にとりあげられた。   

て、短期的な医療貧抑制効果を観察し  
た。   案した。   

行動変容を促す付紐  今回は、行動変容を目的として、食行  
循環署疾患  勤の変化、運動の習慣化、体王・BMl・  

特定保腱指導実施権鋤から、某施設  
提供ツールの開発と   

20  21   等生活謬慎  上田 由書手    腹囲の滅′J、を評価した結果開発シス   今後 特定保住持ヰ等に反映させてい   の職員に対する健康講座（40人ぐらいの  0  0  0  0  7  0  0  0  0   
ム予防効果に関する  研究  リツクシンドローム予防プログラムとして  として、今回のⅦ発システムを提案して  

研究  活用できることが示唆された。   と考えられる．  
もよいか（22年虔）依頼がある。   
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特  

年度  
原書論文  

（件）  

研究課越名  研究事業    研究者代虚名氏    専門的・芋術的観点からの成果   名  名  
臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開】終  
姶了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   臨 取  

得   

特定保健指導のアウ  「保健指導サービス晶重曹理システム  
トソーシング先に対す  循環苓疾患  導入支援ガイド」の開発よって、自主的  

「保健指導サービス品隻管理システム  
なシステムヰ入の取り績みが進むこと  導入支援ガイド」に含まれる「保健指導  国立保健医療科学院での研修会や、都  

評価ガイド」を利用し  る「保健指頭の貫の   品質管理システムガイドラインJは、品質  道府県での研修会において．講演の中  

た質の管理・促進に  研究   の導入の際の技術的な指針になると考  管理のためのガイドラインとして用いる  で紹介した。   

関する研究   えられる。   
ことができる。   

1，検査の外部委託基準の改善策の作成  
1．H8、K、C】、Ca、P、LDH、ALP、アミ  は、国の緊急の課堰である臨床検査の  

循環器疾患  

り方に関する研究   
2  2  4  2  4  0  0  3  0   

研究   健診の精度管理の在   21  21   等生活習慣 病対策総合   渡辺し 清明   ラーゼ，総ビリルビン、TSH、f帽8T4、 APTT、PT、フィブリノゲンの検査におけ る採血時間や検体取り扱い方法の適切 な検査執事恥を確立した。2，臨床検査に 不可欠な検査分野を決め、最低限の睾 件としての機番・設備および精度管理雲 件を設定した。3．健診に用いるほとんど の検査項目の標準コードを策定し、コー  
ド検索を支援するソフトウエアを開発し た。4．健診欄朋の組織体制、受診者・判 用者の満足と安心 

、事業の質の確保の  れた事は、今後行政が予防医学を国民  
領域で明確な評価基準を作成した。   に適正に展開するにあたって非字引こ有  

用と考える。   

①一般市民に対する効果的な啓発活動  

（D効果的在脳卒中市民啓発活動は、テ レビCMなどマスメディアの利用であるこ とが明らかとなった。また脳卒中啓発活 康に要する装用対効果が明きからと  
超急性刑道梗塞患者  

1世帯あたリ109？165円である。②各医  

の救急搬送及び急性  循環器疾患  

究   耕病院受け入れ体制 に関する実態調査研   19  21   等生活習慣 病対策総合 研究  木村 和美      なった。②地域における急性期脳卒中 愚者搬送体制lよ、管轄する消防本部ご との特性に依存することが明らかになっ た。③急性期脳卒中患者受け入れ体制  の病院間 

、地域間格差が存在し、その 是正には、テレビt話を用いた遠隔医  
療システムの構築が有効であることを示  
した。  

ない病院でトPA療法が実施可能とな  
リ、患者転帰が改善する可能性が示唆  
される。   
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特  
年度  

原著論文  
（件〕  

研究漂僧名  研究事業   研究者代表者氏    書門地・学術的観点からの成果   
名  名  

臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開終  
始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   願 取  

得   

全国市町村における循環器救急施設の  厚生労働省死亡調査による循環器疾患  
調査と循環器疾患死亡率調査から、書 門施設が少なく搬送時間が長く、死亡率  死亡率鵠査データの活用を2次利用申  

言責を行い、有効活用した。具体的には、  
が高い地域を明らかにし、その対策とし  
てモバイル・テレメディシン・システムを  全国市町村における循環器牧急施設の  

調査と死亡率から、循環器疾患の紋急  
急性心筋棟塞症と脳   循環蕃疾患   全教急車両に搭載し、救急手と受入れ   

期診療体制の構築に  19  21    野々木 宏  へのアンケ 
関する研究  研究  あることが判明したため．啓発用′くンフ レットを作成した。更にITを活用したモ パイルテレメディシンにより 長く、死亡率が高い地域が存在し、地域  

、治療開始 時間の連れを改善することが可能であ  
の特性を検討して致命対策対策を講じ  
る必要があることを明らかにした。この  

り、広域医療圏への活用を捷言した。   結果は、医療の均てん化や限られた医  
療資源を有効活用するための政策医療  

店した。  の展開に資すると考えられる。   

生活習慣病の予防は、メタポリツクシン  
ドロームのドミノ倒し、いわゆるメタポリツ  
ウ・ドミノの上流を制御することだと考え  

循環器疾患  られている。メタポリツケ・ドミノの上流に  
印控保健と全身のQ   は肥満があるが、その上流に歯の健康   

健康長寿のための歯周病予防、朝日新  
新健康フロンティア戦略の重点項目の   間：平成22年5月30日朝刊メタポリツ   

19  21   等生活習Ⅶ  花田 信弘  手法で明らかにした。歯の健康と栄養学  
20  27  39  0  61  29  0  0  0   

研究  の関連を示した研究は少なく、本研究に  蘭：平成22年6月4日朝刊   

より多くの国際論文が発漬されたことに  
より、この分野でのエビデンスの寛が向  
上した。   いう視点で再整理する必要がある。  

国内外の事例を体系的、網羅的に収  
★、評価、整理したことにより、健康づく  
リ及び生活習慣病予防、特に肥満予防  

本データベースは、内閣府が作成する  
食青を通じた健康づく  循環器疾患  「食青白書」で取り上げられるとともに、  

リ及び生活習慣病予 防陥時に棚する研究  19  21   等生活習≠ 痛対策総合  荒井裕介     に向けた「食書」活動のための事例及び エビデンスを、全書を美威する管理栄養   厚生労働省補助事案の報告にも活用さ   

研究  士等の専門家に継餞的に提供でき、予  れている。   雑誌「公衆衛生情報」において座腎炎会を   
防を1祝した効果的な健康づくりの国民  

実施した。   

運動の展開に寄与することができた。   

糖尿病診療均てん化  愚者登録の進捗、現時点でのエビデン  
のための脾的診療  スを収■して病期・病態別の『糖尿病診  
マニュアル作成とそ  療マニュアル』について、まず「かかりつ  

該当せず。   0  0  0  0  2    0  0  0   

イドラインを実用化す  向けの『糖尿病診療マニュアル』の作成  の有効性の検証－ガ   

るためのシステム・体  を行い、公表するなど、大いに成果を挙  
制整備の視点から   げた。   
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持  

年産  
原著論文  

（件）  

研究課姓名  名   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開終  
名   

始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   願 取  
得   

3課糎とも研究が姓練中であるため、公 について 
関可能な事項取払する。課麺 1は29駒が 

人登録され、主に樽域にお ける糖尿病発症ハイリスク者の糖尿病  
発症率等の基礎的データが得られてい  

平成之1年了月30日（木）KDDlホール（東  

京、大手町〉において、公開シンポジウ  
ム「糖尿病の克服へ向けての対策と課  

該当せず。  惣一わが国の糖尿病対策と『糖尿病予  糖尿病予防のための 勒略研究  ＃＃＃  21  糖尿病載略 等研究  財団法人国際協 力医学研究振興 財団       る。課題2は、†585人が登録されたパイ ロット研究において、地域の医師会を フィールドとし、医師の診療の貫に介入  防のための戦時研究』－」を開催した。  
する研究が可能であることを示した。課  
題3は254三人が登録され、大書な制作  

なお、全国紙をはじめ、マスコミに取り上  

用なく血糖・脂質・血圧をハイレベルにコ  げられた機会は枚挙にいとまがない。   

ントロール可能であることを示せてい  
る。   

ル可能であることを示せている。   

障書者ケアマネジメントは、現在、国が  障害者ケアマネジメントが請書者自立 支援法において制度化されたが 

障害者ケアマネジメ  
ントのモニタリングお  、その 実態を把握する手法は開発されていな い 
の方法論に関する研  よぴプログラム評価   

フィデリティ尺度を開発した。この尺度を 活用することによって 
究   、書門的・学術的 に障害者ケアマネジメントの実態を把鷹  

することが可能とな？た。   することも可能である。  た。したがって、ケマネジメントの標準化 れと 
が図らた思料する。   

身体障害者福祉法の障害等級は機能  
障奪の重症度を掛としており、陣書を  

身体障害者偏祉法に  医学モデルで捉えた体系である。時事 のえ方が学モデルからモデル  
おける今後の薄暑認 のありかたにす  
定関  祉総合研究   

た。   
てい、の 関係する知見を整理することができた。   

る研究   に発展する中で、当事者のニーズの判 定に役立つ陣書等級に再構成するため  催した。   
の基盤となる†蕾報を整理することができ  
た。   

物寅傭存症や人格陣書、軽症のうつ扶  精神科医療資源は2次医療圏をもとにし  
態などの非精神病性精神降雪患者に対  た評価は困難で、医療計画のもとに各  
する地域ケアを含む治療システムを捷  都道府県で評価されるべきであることを  

案した。日本ではデータが少ない病的 ギヤンプリングの実態を明らかにし、治 療や社会支援システムを捷言した 

精神障書者の地域ケ アの促進に関する研 究  19  21  障害保健相 祉総合研究  吉岡 等       。高 齢ア症調査結果は、急増する高齢ア症 実態を明らかにするとともに、その対策  の基礎資料を提供した 
。常習飲酒運転  その短縮版を作成し、検討の結果、十分 な妥当性があることを明らかにした。  

音調圭は、飲酒運転対優に対して極め  準が出来たがそれは現場では役に立た  
て玉章な基礎資料を捷供した。ジスル  ず，二次救急医療機闇との連携をさらに  
フィラムRCTは、ジスルフィラムのわが  密にする新たな仕組みが必要であること  
国初めての治療エビデンスを捷供した。   を明らかにした。   
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特  
年度  

原書論文  
（件）  

研究課漁名  名   名   
臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開終  和  
始了  文   

得   

特に社会的引きこもりの状閻＝あった書  
年期発達障害者に訓練所内の個人ス  

青年期発達障害者の円滑な地域生活  
移行を支援する地域モデルとして福祉、  
医療、就労支援機関連携等による所沢  青年期発達障害者支援の選択肢として，  策46回日本リハビリテーション医学会竿   

青年期発達確書の円   
田  21  障害保健相 祉総合研究  深津玲子  

援についての研究  し。、ユ を目指す上の基盤となるエビデンスとな  対する自立訓練および就労移行支援に  
なかで福祉サービスを利用しての、発達  る。   ついて発表した。   
障害成人の地域生活移行支援につい  
て、1つのモデルを捷唱した。   遺の望ましい変化が得られた点は今後  

青年期発達陣書肴への支援手法を開発  
する上で意義は大きい。  

PO【】の人々への長期的視点にたった支  

PDD者の主観的な長期予後の向上に  
施策として、知的障害の有無にかかわら  

は、言語や知能の水準にかかわらず、  
ず早期からのPDDの子どもと家族への  

ライフステージに応じ  
た広汎性発達障青春  早期診断、早期支援と支援の継績、両  支緩という枠組みは、PDDの人々への 支援を長期的観点から効果をあIずるた  

に対する支援のあり   親の書児協力などの支援が重要であ  援護局障害保健福祉部精神・障害保健   

19  21  障害保健相 杜絶合研究  神尾 陽子  捷の有効性と適応の  
評価および臨床家の  ♯がある。また、女性症例は頻度が少  要である。場面不安が強いPDD児では、  徴や支援のポイントなどについて、研究   
ためのガイドライン作  が00Lや生活適応の観点から男性症  以降にひき‾もリヘ移行する一群の存  て報告する。   も、症状は軽度でも00Lや生活適応の  リ 今年度に各地で研究成果にもとづく  

成  例よりも深刻な場合もあり、t過できな  

いことがわかり、今後性差を考慮した研  
か合、のひ こもり対策や育児支轢の整備の隈には  

究をすすめることが必要と考えられる。   
PD【〕的認知特性のある対象を想定した  

スメントが重要である。  
アプローチが含まれる必要がある。   

本研究において実施した義肢、装具、座  

DEAの手法による限界乗用の推定手法  本研究で特に2年次（平成21年度）にお  

は、「限界貪用価格形成原理」に基づき  こなった人件費・素材費調査は、今後の  
社会的にのぞましい責願配分を実現し、  

経済学的手法による   20  21  庫書保健相 祉総合研究  井上 剛伸     かつ幾肢等製作事業者に妥当な水準 の利益をあたえる価格設定を行ううえで  隷臓・装具・座位保持層雲が今後も舗装 具として供給されていくために、製作書 業者がつづけて補装具供給を行えるよ    義肢等の比較的間隔が短いなかで手業 者への調査回答魚層を抑えつつ価格改 定を行ううえでのモデルになることが考  の改定の際、人件費の想定単価（時給） や素材費の規定額の引き上げ検討の参 考とされた。また調査結果を基に完成用  
部品供給亭凛着から義肢等製作事凛者  

しどのように価格を設定するべきかにつ  への販売価（すわち 
いても検討をおこなった。   格な、部品登録・変 車中済時の申請価格）を平成21年座以  

陣公表することになった。   

専門的・学術的横点からの成果は．国  

際生活機能分短（ICF）を参考に．精神障 書者が社会で生活する能力を測定でき  

精神陣書肴の生活機  
なし   なし   0  0  0  0    2  0  0  0   能と社会参加の促進 に関する研究  19  21  随喜保健相 祉総合研究  驚藤深雪     る生活機能評価尺度を開発したことで ある。この尺度は．自己評価式で肯定 的視点から社会で生活する能力を評価  する点が特徴である。課鰭や行為の個  

人による連行する能力と，生活・人生壌  

面への関わる能力をみるものである。   
の成果である。   
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特  
年度  原書論文  

（件）  

研究課頒名  研究事業   研究者代表者氏  名  専門的・学術的嶺点からの成果   
名  

臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  
沸l鴇  和 文  英 文  
姶了  等   

得   

これまでに生物学的なアプローチで臨ま  
本研究で開発した人工感覚上皮は、実  

れてきた内耳有毛細胞再生を最近のナ ノテクノロジ 用出来る段階ではないが、起電力の増  
ーを応用して朋党しようとし た人工感覚上皮の新規性は高く、理論  加や電極の改良によるt気刺激効車の  
的なモデルを最終的には生体動物モデ  改善などの同地をケ」アすれば、実用化  
ルで実証した点が高く評価できると考え  への目処はたち、企業の参画が期待で  

ナノテクノロジー、再  米の研究者にとっては．ナノテクノロジー  

生医学を融合した人 工内耳。人工蟻牛の 開発  19  21  感覚蕃障毒 研究  伊藤義一        る。また、開発すべきデ′くイスの仕様決 定のために行った数値モデルによる鯛 牛基底板振動解析により、蝿牛内への  0  0  33  21  0  0  0   

デバイス挿入が与える影♯のみなら  展が期待でき、本邦、完全オリジナル な聴覚デ′くイス晩発が期待できる。感音  
ず、定量的な有毛郷地喪失が与える影  
tを評価でき、1列の外有毛細胞喪失  難聴が最も多い身体陣書のひとつであ り、今後の高齢化社会の進行を考慮す  
のみで媚牛基底板振動が著しくlヰ書さ  れば、国民福祉など行政に与える影響  

せることが分かったことの学術的価傭は  は大乱lと考える。   想lま、多くの内耳研究者にとってインパ  

大きい。   
クトが大きなものであった。   

オカルト★班症の病態全容解明のた め、★放熱局所ERGを用いた家系潔査  
プロジェクトを開始しこれまでに明確でな  
かった本疾患の特徴を明らかにすること  
ができた。サル網膜を用いた実験に閲し  
ては、一連の実験により、網膜内因性信  

特になし   4  64  22  4  99  52  21  0  0   ★斑卸疾患診断のた めの客観的網騒機能 評価法の確立  19  21  感覚書障電 研究  角田和繁        号についての信号起源を、早い反応、 遅い反応に分け、それぞれ外層、およぴ 内層を起源とする散乱変化や血流変化 などが起源であることが明らかにされ  
た。健常ヒト被験者に関しては、ML錐  

体郷地のブリーチング反応は「S桐PShot imさかg」による方法を開発することで 

、 極めて簡便となった 
。   

本研究では中途視覚障青春のニーズ  
から、4‡l類の文字入力システム、すな  本研究は、ICFにおける個人園子と環  
わち、点字タイプライター式、手書き入  娩因子の調整による中途視覚情害者の  
力式の文字入力システムと、鍼灸等外   「活動」の向上、「社会参加」の促進を企  21年9月26日に開催された第18回視覚   

中・高齢層中途視覚   東予診票入力システム、鍼灸等施術録  の結果、自立訓練や専門的知識の習得  回している。本研究で開発される4檀類  辞書リハビリテーション研究発表大会で   
降着肴の自立・学習・  入力システムを開発している。これらの  を要する学晋場面での書記行動を促進  の文字入力システムによって、従来の方  ワークショップを開催したところ、2010年   

法では訓練効果の見込めないケースに  3月13日に徳島市で開催された視覚障   
21  21  感覚署雑書  伊藤和之  l  0  0  0  4  0  0  0  2  

と有効性の実証に閑  てノーテ久ローテク、ハイテクを結  並びに施術錨の文字認識と音声化に成  其されるため．中途視覚障害者個々の  された。ここでのワークショップの操子と   

する研究  ぶ、いわゆる支援技術（AT）に系統的な  功し、就労場面における2種穎の文字入  ニーズに見合う細やかな訓練プログラム  インタビューが翌日の徳島新日和二紹介さ  
道筋ができると考えられる。たとえば、  が提供可能となる。したがって、訓練効  
点字盤．点字タイプライター、点字タイプ  果の底上げと訓練コストの引き下げへ  
ライター式文字入力システム、PCという  の貢献が期待される。   
系統が形成される。   との仮説を得た。  

平成19年4月2日付け厚生労働省医政  

小規模の医療施設での組織、人材、滅 菌・消暮、サーベイランス等の感染対策 の実態が明らかになった 
。分子疫学嶺  にについて医での取 組の徹底）の技術面の支援をした。院内  

査から、これまで王点的に監視対策を 実施してきた多剤耐性緑膿菌に加え  
医療機関lニおける感  

染症伝播に関する研 究  19  21  新型インフ ルエンザ等 新興・再興 感染症研究  切替 晴雄       て，2刺耐性線鰻茜の監視及び感染防 止が必要であることを明らかにした。医  
療施艶こおける高病原性クロストリジウ ム・子†フィシルによる症例を日本で初 めて同定した。新興感染症に対応した  
滅菌・消毒法を明らかにした。   

とめた。   
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持  
年産  

原著論文  
（件）  

研究課類名  研究事業   研究者代表者氏    専門的・学術的観点からの成果   名  臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

聞l緯  
名  

始丁  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   顧 取  
待   

侵襲性壬症感染症由来のP溶血性レン サ球菌および肺炎球菌を全国規模で約  重症細菌感染症の原因となるβ溶血性  
1．0（氾株収集し．病原性に関わる遺伝子  レンサ球菌．あるいは肺炎球菌等を網  
の分子疫学解析を行った。成果は英文  羅的にしかも迅速に検出するPCR法を  

新規に先生している  
活動のため，日本感染症学会・日本化  

レンサ球菌による劇  新型インフ  
症型感染症の臨床  

診断・治療法に関す  的・細菌学的解析と、   明らかにすることができた∴雷た，ヒト壬 症疾患に近似した動物モデルを構築で  

る研究   き．その成果を発表することができた。ヒ  が可能となる。診断精度を向上させるこ とができると同時に，最も適正な抗菌某  
ト由来レンサ球菌のうち．近年急速に増  療法が可能となり．入院期間を短慮させ  

加しているSDSEの全ゲノム解析を完了  ることができる。結果として，医療資性滅  

し，その病原因子解析をするための土  に結びつけることができる。   現在，3カ年の研究成果をホームページ  
台が構鼓できた。   が多いことを明らかにした。   上で公開すべく準備中である。   

防疫上緊急を暮するウイルス性出血熱  ウイルス性出血熱の病原遺億子診断法  

防疫上緊急を要する  等に対する病原体診断法の確立のた  は、GHSAGのワークショップ（カナダ）で  

ウイルス性出血熱等  新型インフ  め、対たウイルスの遺伝子検出法、抗  のEOAで評価された。テクンケニア熱の  
原検出法、抗体検出法がかなり整備さ   診断法はEUの輸入ウイルス感染症診  闇米出血熱の診断法の開発に関して、   

に対する病原体診断  19  21   ル工ンザ等  森川 茂  
治療法の開発に蘭す  感染症研究  対応可能な遺伝子検出法にも誉しい進  れらにより実験室診断法の有用性が確  

る研究  展が見られた。また、対象とする多くの  認された。テクンケニア熱軽い患者の美  
出血熱ウイルス等で予防法・治療法に  験室診断tこより、日本での輸入症例15  
つながる基礎的な成果が得られた。   例が診断きれた。   

リスクコミュニケーションの媒体として、  
心理学を背書としたゲーミング・シミュ  研究されたツールのうちエイズ予防・薪  

カードゲーム5つとボードゲームZつが  型インフルエンザの2つのテーマに対し  
レーションを利用した開発が可能である ことが明らかとなった。その結果、パンフ  てカルテットゲームとクロスロードゲーム  

感染症への国民啓発  新型インフ  
に効果的なリスクコ   

19  21   ルエンザ等  丸井英ニ  レットやポスターとは異なる新たな媒体 として、カードゲームやボードゲームが   
と教責方法に関する  感染症研究  利用できた。これらによって、什報弱者 に対するリスクコミュニケーションの可能  苧未来館）「大草サイエンスフェスタ（北  

研究  性が示唆された。また知鍾量が増えると  海道大字）」（日本科学博物館）において  

ともに正確に習得できることが明らかと  ある。カードゲームは（財）日本公衆栢  イベントにおいて主として子どもに対して  

なった。また新聞報道分析によって情報  
生協会から発行となった。   感染症の普及啓発として、カードゲーム  

捷供の問漁点が抽出された。   
及びボードゲームが利用された。   

H5Nl－ARDS死亡例にて、肺胞上皮紳  インフルエン‾坑AH卜卯hの迅速診断  
地内A型インフルエンザウイルス焙染例   キットの鴎床治験において臨床データを  20年12月27日一21年1月3日「新型インフ   
を報告（世界2例日の旺明）。H5NT－  い事を証明。H5NトARDSでは血中白血  供出、市販化承認申請中。日本から  ルエンザの対策は？j週間東洋経済  
ARDSは他の肺内要田の壬症ARDSと興  球数及び血小板数の有意な減少、血清  AHlr）dmウイルス血症の危険性指摘あ  pl15・20年12月18日読売新聞「備える 

インフルエンザ（H5N   新型インフ   なる臨床経過を示し、高い死亡率を示  トランスアミナーゼ確（AST．Aし丁）の非特  り（EID2010こ16：722－3）、社会不安軽減  新型インフルエンザ＝家庭で子供に串   

1）の死因となる劇症  す事を転明（死亡率801）。ARDS急性期  異的上昇も認めた。ベトナムにおける小  のため、王症例のAHI叩dm感染で、血  前教員」・20年10月28日朝日新聞「新型   
19  21    河内 正治  86    8  40  109  29  4  12  0  

と治療法の開発に関  感染症研究  上井。AHl－Pdrn重症死亡例の病理所見  し、安全でベトナム国で投与可能な杭炎  に報告。AHトpdm感染例の重症死亡例  済新即、読売新聞、毎日新聞、20年7月   

する研究  で、H5NトARDSとの類似性を指摘。擁  症療法である大王ガンマグロブリン療法  にて、肺組織の病理所見が高病原性ト  3日NHK－1V「夜7時のニュース」：新型イ  
繊的損傷モデル（Ⅵuモデルマウス〉及  （tota12g几g）を行なった。効果について  リインフルエンザとよく似たARDSである  ンフルエンザ対策のシミュレーション・21  

び化学的損傷モデル（LPSモデルマウ  ま2例中3例生存と良好な感触であった  睾を、早期から本省に提言。また医師、  年10月20日朝7：00－7：30「カラダのキモ  
ス）にて病理所見上硝子膜が存在する  一般市民等への講演活動（葉山市、東  
DADを確臥ARDSモデルとして完成．   京都、他）。   
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特  
年産  

Ⅸ二．■・▼  

（件〉  

研究課惣名  名   名   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的葡点からの成果   その他のイン′くクト  出  

開終  
姶了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   願 取  

得   

ウレアーゼ欠損BCGにHSP70－MMP－1Ⅰ  
連結遺伝子を導入したBCGは、非常こ  
強く未惑作CD4陽性丁細胞及びCD8陽性  新規発症紡績棲息者の10％に鳩尾病  

抗酸菌感染症の発   新型インフ  T蕃¢胞を活性化し細胞偽書性丁細胞を産   
症・診断・治療・斬世  マスコミで取り上げられたことはない。公   

19  21   ルエンザ等 新興・再興  

分子機構に関する研  感染症研究   刺した。結核菌由来抗原刺激により活  菌症の遺伝子診断用及び新規治療用  基準の改正について、アメリカ胸部疾患  ロールすると肺結核が軽症化した。結核  譲を広くオープンにして行った。   
究  性化される新規転写因子としてTAF7を  の治療に際し、血糖値のコントロールが  

新たに同定した。TAF7を選択的に活性  重要であることを示した。   
化する抗原がワクチンとして有用と考え  
られた。   

着実に増加する日本国内在留外国人 の悟性寄生虫感染症羅愚案態は明ら  
かではなかった現状を打破し、一般健  

診実施をベースとして初めてその実態を 明らかにした。特に国内に存在したこと  とえら。外  
が舞い感染症に関しては専門斉でも知  
註が乏しいことから、専門的知見が得ら  な恐れを抱くとしたならば、それは無知  

忘性寄生虫感染症の 侵入監視及びその確 匪管理体制の確立  19  21  新型インフ ルエンザ等 新興・再興 感染症研究  苫平 靖         れたことにより学術的l娘心も高まって行 くことが期待される。対＃の火事として  見られ財政的支援が得られないことが  
多かった本研究分野の基盤研究も、新  

嶺点から教育講演会を3度開催し、医療  
規迅速診断キットの開発や新規免疫療 法の開発によって国内でも適切な対応  

が選択態勢へと変わって行く可能性が 高まった。   

以前の研究班からの活動を引き継ぎ、  
日和見感染症の原因菌として王重な  輸入真菌症の国内発生動向調査を研究  

研究班活動を通じて真菌症原匪菌とな  
深在性真南症と輸入  
丈菌症に関する新し  新型インフ  る3檀の新性徴生物を記載することがで きた 

い検査法と杭土歯糞  の開発、並びに病原 因子の解明に向けた  
感染症研究   ポストゲノムの基盤  

的研究   研究瀾では王菌症の病原因子解明とし て、クリプトコックス眞のNKT細胞思慮機 楕の解明や樹状細胞活性化機構の解 明に向けた成果がえられた 
。  のい、こ 暮菌症の迅速診斬．原因菌診断に未詳  らず海外安全†書報など広報活動を通じ  

できる成果が発表された。   て広く日本人海外旅行者，出張者の健  
康管理に活用できる成果がえられた。   

ブルセラ症、野兎病、0熱、  
CαYn¢bactoパリ河UIcorans等国内での  

動物由来感染應の生  新型インフ  発生が稀ではあるがその存在が知られ  今後の動物由来感染症対策を請じる上  
よるリスク！平価等lこ  新興・再興  賠学的アプローチた   なし  で必要となる科学的根拠が集積しつつ  2  15  17  0  25  0  0  0  0   

関する研究   感染症研究   にした。イヌにおける狂犬病診断に必要  
ある。   

な技術を習得するための教材としてイヌ  
の頭部解剖モデルを開発した。   
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日本における蚊媒介性感染症の発症例  
マラリア∴西ナイル軌デング熱等の奴  は、諸外国での感染に起因する輸入症  

媒介性の再興感染症は世界的に大きな  例に限られているが、人々の活動がグ  
ローバル化した現在、病原体を保有した  

脅威となっているにも関わらず、媒介蚊 への等温遺伝子増幅法の応用開発は  
遺伝子増幡RPA法  

国内外でも例が無い状況であった。研  

に基づいた媒介虹に  
おける迅速簡便病原  
体検出法の開発   感染症研究   鮪虫などの媒介敗における検出法開発 を立て観けに報烏し」蚊一匹から阜－  

の病原体検出が可能であること、蛍光 猟師こよるマルチプレックス化の成功な  つ簡便に判定可能であることが明らかと なり．局所的または季節性の蚊媒介性 感染症流行予測等に貢献する可能性を  
ど、他の病原体検出浅開発に大きな影  

症流入に対するリスクマネジメントの必  

響を与える成果を得ることに成功した。   
蔓性提起など、日本を含めた国際保健  
医療に多大な貢献をするものと考えられ  
る。   

げっ歯類をベクターまたは病原巣動物  ダニ媒介性脳炎の流行に関して健康  

とする人猷共通感染症には危険度の高 いものが多数含まれる。ダニ媒介性臓  危険什報通報を捷出した。ダニ媒介性  

炎ノヽンタウイルス感染症、Q熱ノくルト  
脳炎は致死辛が80諷にもおよぷ重篤な  

ネラ感染症．エルシニア感染症．サルモ  
人の脳炎である。1993年に北海道の上  

国内で発生のないべ  新型インフ  ネラ感染症、およぴサル症は、いずれも  
議町（現北斗市上磯地区）でわが国初の  

クター媒介性感染症 の法の  
ダニ媒介性脳炎愚者の発生後、1995年  
に愚者発生地の犬の血液からダニ媒介  2  85  13  2  107  23  0    2   

疫学診断等研  新興・再興  げっ歯矩媒介性の王篤な人軒共通感染 症であり、国内外における汚染地やヒト  
究   感染症研究   における感染状況に関する情報は不足  性脳炎ウイルスが分離された。20年にも  

している。これらの感染症に対して簡便  
同地区の野生Ifっ歯類からウイルスが  
分離されたことから、北斗市上磯地区で  

で高感度な診斬法を開発して疫学調査 を行い、国内における流行状況を明ら  は10年以上にわたって危険度の高いダ  

検出され、血清学的にエルシニア感染  
こ媒介性脳炎ウイルスの流行巣が維持  

かにした。   症であるとの診断が可能であった。   されていることが明らかになった。   

・AFPおよび追加サーーくイランスにより、  

ウイルス感染症の効   新型インフ   エンテロウイルス感染増殖・病原性発現 機構解明の 
37  63  53  3  97  1β  2  4  2   

システムの検討  感染症研究  19  21    清水博之   一環としてエンテロウイル  
宿主受容体PSGL－ほ同定した。  レファレンスセン 廃しん1募除をめざして」作成・配布   

ネットワークを立ち上げた。   

近年、B型肝炎ワクチンに対するエス  

ネイティブ粒子と同様の形態を示す【型  前述の「QandA：E型肝炎」は多くの衝  
肝炎ウイルス様粒子くHEV－LP）の作軌こ  生試験所等、自治体関連機関のホーム  
成功した。ウイルス構造解析等に極め  

中空粒子を用いたウ  新型インフ  19－20年座主任研究者の武田は、  

イルス性肝炎の新し  
い検査・予防法の肌  19  21   ル工ンザ等 新興一再興  鈴木 菅劇  

発  感染症研究  経路などについて新聞取材を受け一般   
により、HEVのゲノムパッケージングな  報告した。人へのHEV感染源を特定す  
どウイルス複製機構の研究が進展する  る上で、野生動物の実態調査が重睾で  
ものと期待される。   は経粘膜投与が非掛こ有効であること  あることを示した。   

を初めて報告した。   
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始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  回 内  国 隙   願 取  

待   

インフルエンザウイルスの感染自身を  
防御し更に変異ウイルスに対しても効果  平成19年6月30日読売新聞夕刊「インフ  

が高い次世代のワクチンとしての二本  ルエンザ注射より効く「鼻」ワクチン」平  
議RNAアジュバントを用いた線鼻粘陸投  平成20年壊染症の予防及び感染症の  

与型インフルエンザワクチンの有効性を  愚者に対する法律及び検疫法の一部改  
経鼻粘膜授与型イン  新型インフ  マウス、カニクイザルを用いて証明し  正において、本研究の研究成果に基づ  

フルエンザワクチンの  た。高病原性鳥インフルエンザH5Nlの  

臨床効用に関する研  経鼻ワクチンがワクチン株と相同ウイル スに対しては完全な感染阻止を示し して三、新型インフルエンザの感染予  

究   感染症研究   、  

肪対策の重要性にかんがみ、ワクチン  

cl色doの異なるH5Nlウイルスに対して  の給与粘膜投与技術及び細胞培養技  
も交叉防御効果を示した。また季♯性イ  術の開発等を推進すること。が加えられ  

ンフルエンザワクチンの経臭接種により  た。  ルワクチン」平成22年2月23日日経産業  

高病原性鳥インフルエンザH5Nlウイ  
新聞「未知のインフルにも備え」平成20  

ルスによる死亡率を低下させた。   
年12月NHK教育テレビサイエンスゼロ   

耐性誘専実験等により種々の薬剤耐性  
変異を特毒し、耐性HⅣの検出とモニタ リングに還元した。構造解析等により薬  
剤耐性の発現機構を原子レベルで明ら  
かにし，耐性HⅣの迅速予測法を作つ  
た。分子生物学的手法等によりHⅣの増  

薬剤耐性HIVの発生  
なし   なし   139  13    303  69  4  0  0   機序とその制御方法 に関する研究  19  21  エイズ対策 研究  佐藤裕徳        殖騰構を明らかにし、薬剤の開発と改 良、並びに動物モデル構築の指針を示 した 。研究成果をエイズ学会、エイズ間  することで、今後の薬剤の開発と改良の  

連の学術書門誌、エイズ対策研究事業  
の薬剤耐性HⅣの動向調査、および抗  
HⅣ真の適正使用の基礎研究などに捷■  

供することで、広く国内外のエイズ対策 研究に役立てた 
。   

多施設共同無作為割付前向き書式験を二  
HAARTの長期的割  つ検討しーつは有意羞をだすことができ  今回の研究期間において多施設の医師  

作用対策・長期予後  19  21  エイズ対策  田逢着也    たパイロット的な研究も含めて継続的   
る一助となった。   スのある対処法を証明できた。   

行えると考える。   

エイズリンパ瞳の病患解析を行い、特に  
NF－kapp8Bを標的とした治療が有効で  あることを堵葺系とマウスモデルを用い  
て証明した。また、Ebウィルスを用いた  

HAART時代の長期  エイズリンパ腫の発症モデルマウスを樹  
予後を書かす治療抵  立し、エイズリンパ腫発症限止にはCD8  
坑性エイズリンパ軽  平成21年に東京及び熊本で公開シン  

に対する多面的治療  19  21  エイズ対策 研究  岡田 誠治        陽性丁細胞が玉章な働きをすることを示 した 
ポジウム「エイズとエイズリンパ腫治療  

戦時開発に関する研  。更に、高度免疫不全マウスを用い てP血dhlSionlympho の最前線」を開催した。   

究  丹一皿治療マウ スモデルを樹立した。これらのマウスモ  
デルは、今後エイズリンパ腫の痛感解  
析と新たな治療法の開発に有用であ  
る。   
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得   

AtDS・川∨感染患者の治療に用いられる  
HAARTは、長】柳＝わたる薬物投与を必  

従来AZT誘発ミト⊃ンドリア撫能請書の  平成21年3月16日から18日に横浜（パシ  
原野は、AZT代謝物のうち、AZT川ン酸  フィコ横浜）にて開催された第82回日本  

AZ簡発ミトコンドリ  （AZTMP）であると考えられていたが、本  染理学会年会にてシンポジウムを開催  
ア機能障害に対する 分子治療方法の開発  19  21  エイズ対策 研究  佐藤岳哉     研究結果から、活性化代謝物である AZT2リン酸（AZTDP）とAZT3リン酸  特になし  した。タイトルは、「エイズに対する新規  

活性化体仏ZTDP．AZTTP）であることが  治療薬の先端研究」であり、主任研究者  
（AZTTP）が、AZTMPよりもより強い紳  を含む4名の講演者で2時間のシンポジ  
胞毒性を持つという知見を得た。  ウムを闇値した。   

が有効に肪止するということを見いだし  
た。   

在日外国人はHⅣ／AIDSに対する根強  
いステイグマの中．結果として受検なし っい 
に状態を増悪させる結果となてる。 人のHⅣ／AIDSめるには 
外国対策を進 
、 外国人が受療する際の阻書幸田となっ  王点都道府県を中心に各自治休の担 当看の協力の下 

個別施策層に対する  ている医療象や音詩対応の間煉、入国  

HIV感染予防対策と  19  21  エイズ対策  仲尾 唯泊        管理局による対応の改善が図られる必   

に関する研究  HARRTができるように支援を行ってき   捷供のほか、NGOをふくめた連携強化 がた 

補填事業化」が実現している地組こお いて「医療ケースワークの充実」「NGOと  出来。   
の連携」「出身国の医療への積極的な  

プーリョ（21年11月28日）   

橋渡し」を行うことで一定の改善を確認  
することができた。   

新規HⅣ／A【DS診断症例における薬剤  
耐性HⅣ洪査は、他国の現査に類を見  
ない高い相接宰により本邦における  疫学調査の中でHⅣ一2感染症例5例を  
HIV／〟DS疫学的動向の正確な把握を 実現した 

薬剤耐性HlVの動向   
。その結果、新規川V／AJDS診 にけHⅣのが   

斬症例おる薬剤耐性頻度   海外渡航歴がないことから日本国内で   
8  75  33    300  49  3    0   

に朋する研究  
19  2丁  エイズ対策  杉浦亙  

サブタイプβそして薪胤 
大しているのが日本人のMSMであるこ と等を明らかにした。また高感度検査法  
の開発＆舶226こ導入により．微少集団に  を出した。   
薬剤耐性＝Ⅳが潜んでおり、その頻度が  

高いことを見いだした。   壌で活用されている。   

タイを中心とするメコン】tl経済圏諸国に  
おけるHⅣ感染拡大とアジアにおける性  タイにおけるビザ無し外国籍労働者を対  
産業従事者の移動状況、さらには不法  象とする保健医療システムの構築は、  
（ビザ無し）外国人就労者の流れ、これ  外国籍男御者におけるHⅣ感染リスク疾 の■と 

先進諸国を中心とし   
らのパターンには共通点が見られた。タ  
イではビザ無し外国籍労働者を対象と   患早期発見を可能し、HⅣ感染者数 の減少に一触寄与しているものと考えら  r近年．日中の交流が活発である」こと、 また「CRFO7」】Cは1990年代後半には台   

梅吉己なし  
19  21  エイズ対策  山本 太郎  染リスクとなる疾患の早期発見に努め  0  J  0  0  0  2  0  0  2   

制、対策の分析  てきた。対よ者として外国人を含む積極  
人の20％を中（む   

的な対策プログラムが功を奏し、タイで  めることなをと、に いてもタイが実施した外国籍労働者を対  
は1990年代後半には新規川V感染者数  象とする保健医療制度のヰ入の検討が  
は減少し、現在もその傾向を維持し緩け  必要と思われる。   
ている。   
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関l絶  
名   和  
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得   

【21年度のHⅣ感染者への調査により、  
フロック拠点病院に次ぐ診療拠点の創  

カウンセリングに対する利用者の主観  
出をめざす中核拠点病院檎憩の実現の  
ためには、中越拠点病院の包括医療の  

的評価および平成20年康の診療医へ の調査により医師の医療におけるカウ  

ンセリングのヰ入評価が明らかになり、  
中機拠点病院におい  カウンセリングの効果評価研究に貢献 した 
て行われるカウンセリ ングの賞を向上させ  
る研究   師・看護I職等対象）へのFGDなどによ り、医療者によるカウンセリングの包括 医療への導入の考え方やアセスメント  

を化し、医こるチ 方法明確粗おけームに  
グ制度を導入する際の課埋解決方策を  

管轄）のカウンセリング制度の導入は、  

た。   明らかにした。   
研究年度内に15カ所から25カ所に増  
えた。   

国連へ報告に朋しては、国際的にみる  
と日本は他の先進韻国に比較して高い  
割合で覇者がなされていることを明らか  
にしたこと、今後の課矧こついても明ら  

UNGASS REPOR かにしたことは国内対策を進める上でも  寛119回エイズ動向委員会く平成21年11  

T等の報告書作成に 必重な什報を収集・  
王束当なし。  月24日）第120【司エイズ動向委員会（平  0  0  0  0  0  0  0  0  0   

分析する研究   き罷職tま残すものの、h甜dtor●aCh  
成22年2月12日）   

popul故bnのsiヱ00鏡imatoのための薪  
たなアプローチとして適応しうる可能性  
を明らかにしたことは、学術的にも意義  
があった。   

HⅣ感染症患者は健常者と比較すると  医療崩壊などにより診療する医師がい  
この研究班の最大の自的である拠点病  
院均てん化に向けて、各ブロック拠点病  
院が中心となり、ブロック内の中核拠点  
病院・拠点病院に対し、研修会・連携会  

Hr＞感染症の医療体  
鴻を実施した。H21年康における8ブロツ  

制の整備に関する研 究  20  21  エイズ対策 研究  許口 元洋       ク拠点病院にて主催されたHⅣに関する 講濱会ならびに研修会は、全国で1∝個  ンセラーの複数体制の構築、派遣制度  
を超えた。HlV感染患者の少ない拠点痛 院の診療経験の浅い医師・書技師・菜  
創師において研♯の満足度が高く、HⅣ  

診療の底上げが期待できた。  床訊験の実施が適切に逢されるよう、 すべての試験において効果・安全性妻  
■長となり臨床執瞼の補助を行った。   よう厚生労働省・都道府県より再度要請  

行った。   した。   

本研究成果は、サイトカインのHⅣに対  

する粘膜ワクチンアジュパントとしての  
有用性を明らかとするものであり、HⅣ  

HⅣに対する粘膜ワ  根純に向けたワクチン開発に多大に貢  
クテンの最適化に遠  
う安全性・有効性に 優れた粘膜ワクチン  該当無し。   該当無し。   0    0  0  13  8  0  0  0  

工ンザなど未だ世界中で猛威をふるう 新興・再興感染症など致死的感染症に  
アジュバントの開発   対する新たな方法論・基盤技術・医療体  

系を捷供することで、国民の健康と福祉  

に貢献可能と考えられる。   アジュ′くントは、最適な医療体系の檎婆  
に大きく寄与すると期待される。   
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特  
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原著論文  
（件）  

研究課樋名  研究事業   研究者代表者氏    書門的・学術的観点からの成果   名  名  
臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のイン／くクト  出  

開  
始   

和  
文   

得   

新規作用機序による抗日Ⅳ薬剤の実用  
積蜘3Gタン／くクを用いたinviレ0でのス  

クリーニングの系、あるいはA3GとHⅣ－  

抗ウイルス作用をも  1V拝タンパクをともに発現するような細  

つ宿主防御因子AP  胞系でのスクリーニングの系に関して、  

OBEC3GとHIV－  

特になし   特になし   0  0  0  0  2  0  0  0  0   

および特性の解明  
と、その阻警化合物  
1Vifとの結合領域  

の開発に貢献することができると考えら れる。また、学術論文などで広く公開す  の検索   ることで情報を捷供し将来の薬剤開発  
につなげられると期待される。  用いることにより新規作用機序による坑  

HⅣ薬剤の開発の第一歩を踏み出すこ  
とが可能となる。   

計算機を利用して、陳融合阻書ペプチド  
のスクリーニングを行ったことは、これま  抗インフルエンザ薬の薬剤耐性評価に  

多刑耐性川∨におけ  でに報告例のないことであり、薬剤の榊  崩する研究で毎日新聞に掲載された  
発コストを下Ifることを可能にした点で、  （21年4月7日朝刊）。現在．この研究は  

る将来的な変異・構 造予測と新規抗川∨  
特になし   特になし  HlVにも展開中であり、これをもとに速や  

菜開発   た、変異傾向の解析は、将来の進化予  かな薬剤耐性！平価が可能となれば、将  
来のエイズ治療へ大きく貢献できると考  

ふ  えている。   

究課題であると考えている。   

新規帆発した  
CCR5．CXCR4．CD4．CRMl．CycTITgラツ  

トの解析から、ラットではHIV－1感染の後  
期過程において厳密な檀間／叫アーが  

HlV－1感染のヒトー  
存在しないことがわかった。HⅣ－1侵入  

R8レ0VirdogyとMicrob8SandInf8Ctjorlの  

特になし。   特になし。  英文国際誌に研究成果の一部を発表し  ラット檀Ⅶ′くリアーの 解明  19  21  エイズ対策 研究  張 険噂       過程で働くT細胞の持つ阻書因子を同 定した。同定された阻害園子とT8伽血 のノックダウン／アウトラットを作製し 
、  

た。   

当研究室で開発された  
CCR5．CXCR4．CD4、CRMl．CycTITgラツ  

トと交配することより有感受任HⅣ－1感  

染ラットモデルの檎簗が期待できる。   

C型肝炎ウイルス（HCV）は細胞の脂肪 代謝を大きく変化させることを見いだし  

た。つまりウイルス感染により、細胞内  
の脂肪滴が増加した。この事は感染複  

肝炎ウイルスにより  鮒こより、細胞内で脂肪の蓄積が生じて  

惹起される炎症性拝  肝炎等克服  いる事を示す。さらに、脂肪濾はウイル  HCV感染郷地内での脂肪代謝変化に関  

発車固及びウイルス 増殖に対する人為的  なし  する報告は、新脚各社に取り上げられ  

究   に。 広く紹介された。   
制御による肝炎征圧   

してHCVにの および負に制御する機構の一部を明ら  

かにした。HCV複製を制御する複数の  
宿主因子を明らかにした。また、脂肪組  

織を分化させ肝細胞を得た。   るし、また、HCV感染による脂肪症の予  
附こも寄与すると考えられる。   
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（件）  

研究課題名  研究事案   研究者代表者氏    ■門的・学術的観点からの成果   名  臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的枚点からの成果   その他のインパクト  出  
名  

隅終  和  
始了  文   

得   

C型怠性肝炎に対する  
C製塩性肝炎のP8かtoげ8rOn／岡山山nn  HCVNS5A蛋白のISDR変異は   叩如t8一旬mn／曲8扇パ∩治療を普及させ  HCVコア蛋白変異、NS5A変異およぴ   
治療の効果はHCVコア蛋白およぴNS5A  p叩nt8爪汁帥／血色vi血感受性を規定、逆  肝癌を予防することは国民的課漁となゥ  Ⅰし28B多型検査による  

HCVコア蛋白変異、NS5八東集およぴ  
ること、コア蛋白の変異は治療効果を規  p8かtぬr州／砧8J血抵抗性を規定、さ  lL28B多型検査による   治療がなされていない。その理由の一つ  ルゴリズムについては学会発表、国内  

薬剤耐性肝炎ウイル  肝炎等克服  定する宿主因子である1L288多型と密接  らにHCVNS5AのIRRDR変異は再燃を  poかt8r向ron／血aJ血治療効果予測ア  ま現在の治療の効果が不確実であり長  医学誌への掲載、医師向け講座およぴ  

対策に関する研究   究   
ス感染の病態解明と   19  2†   緊急対策研   榎本 信幸             0  174  8  2  73  23  0  0  0  

国内外の学会で発表、学術！敷こ掲載さ  子であるル28【事多型を組み合わせること  性を検証した。今後ガイドラインを開発し  ないことにある。したがってウイルスおよ  診療連携拠点病院を中心として実地廟  
れ肝疾患研究に広く王熱するとともに  により高精度lこ治療効果を予測すること  て広く一般鴎床での普及を図る予定とし  び宿主遺伝子解析による確実な治療効  床への普及導入しつつある。今後、検証  
HCVの血判旬rαl抵抗性の宿主およぴウ  が可能となった。本成果に基づくHCV治  ている。   東予那ま患者からの要望が非常に強  を重ねガイドラインとしての提供、ウイル  
イルス要因の基礎的機序解明へ展朋し  療効果予測の普及が医療者および患者  く、また確実に効果の期待できる場合に  ス遺伝子検査の一般鴎床への導入を図  
ている。   から切望される状況となっている。  治療を榛極的に行うことは医療資源の  

有効活用の観点からも重要である。   

全摩の医療機関より、肝炎感染検査の  
肝炎ウイルスをはじめとした、血液を介  
して感染する病原体検出システム開発  
に成功し、特許出願を行った。病原体ゲ ノムを核幅法により壇嶋するととも  

ウイルス肝炎感染防  肝炎等克服  酸増  受けた後の検査が十分に行えていない  
止体制の確立に関す  3  13  0  0  0  0    0  0   

る総合研究   究   に、マイクロアレイ上で病原体特異的な 核酸配列を確認する方法である。これま での検出システムと同等以上に感度を  
査が決められているが、輸血後検査の  検査体制の拡充が課惣である。   

保持し、多種類の病原体を一度に検出  
することが可能となった。  から明らかとなった．輸血後検査傭制の  

強化が生まれる。   

本研究では肝炎ウイルス培養系や増殖  
系を用いて新規肝炎治療法の開発を日  
的とした。Hβ∨の感染系など新たな実  肝炎ウイルスに対する新たな治療法の  

験系を開発し、新たな治療標的を探索し た。ウイルスの生活環を詳細に解明し、  開発は患者の予後を改善し、肝硬変お  

ウイルスの複製増殖に関わる宿主因子  
よび肝臓癌という高度な医療が必要な  
疾患の患者劾を減らし、結果的に医療  

肝炎ウイルスの培養  肝炎等克服  が同定され、新たな治療標的候補を示  費の低減に寄与し、社会の福祉に寄与  
系を用いた新規肝哉 治療法の開発  19  21   緊急対策研 究  脇層l陸字         した¢杭ウイルス薬スクリーニングによ リ、多くの候補化合物を同定した。同定  する。また、ウイルス肝炎患者を広く検  0  208  29  0  180  159  16  0  0   

した治療横的に対する薬物スクリーニン  診で拾い上げ、適切な治療を行うことが  

グの実施、新規抗ウイルス英検補の前  
社会的な要請である。この委譲に応える  
ためにはより効果の高い治療法を低コ  

臨床試験および臨床開発へのヰ入を進  ストで実施できるよう開発していく必要が  
める必要がある。特に、化合物の展開  ある。   
研究を製薬企業との共同研究で進め  
る。   

本研究および関連の調査によって、わ  
が国におけるユニバーサルHBワクチン  
接種の導入について様々な同性点を捷  
起することができた。そして、それらを包  

肝炎ウイルス感染防  肝炎等克服  括して「ユニバーサルHBワクチン接種に  「ユニバーサルH8ワクチン接種に閲す  
御を目指したワクチン  る捷言」を作成し、総合研究報告書に添  2  5  3  0  22  4  0    7   

接種の基盤構築   究   至った。今後はH8ワクチンの接種効果  付して本省に提出した。   
およぴHB－UVの対貪用効果についての  
検証を進め、国際協力という観点からも  
我が国におけるH8－∪∨導入への取り穏  

みを前進させるべく努力を掛ナる。   
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原著論文  
く件）  

研究課髄名  研究事業   研究者代表者氏    専門的・学術的峨点からの成果   名  名  臨床的嶺点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

閥l終  和  
始I了  文   

得   

H（〉Vコア蛋白のSPPによる成熟機構を 明らかにした。HCVコア蛋白による発が  
んメカニズムとして核内PA2肘こよる分  

B型及びC型肝炎ウ  
解とミトコンドノア内シャペロン機能の抑  

イルスの感染による  制という2つのイベントが存在することを  
明らかにした。HBVエントリーに関連す  

該当なし   王衷当なし   0  119  2  0  62  42    0  0   

法の肌先に関する研  肝がん発症の病賠解 明とその予防・治療   る遺伝子の候を探した。がんにお けるMICAの分泌メカニズムを解明した。  

究   オステオアクチビンの炎症性発がんに  
おける意義を明らかにした。肝がんに対  

する樹状細胞／サイトカイン併用治療効 果を動物庸子ルで明らかにした 

。   

本研究では、肝癌の発生や再発に関連  
するg8n什nicな遺伝多型を網羅的に解  
析し、さらに検証コホートにおいて確認  
することにより．A【）AR82周囲の遺伝多  

平成20年11月2日駕50回日本消化器  
ウイルス肝炎による  型が若年肝癌発生に関係することを示  痛学会大会市民公開講座「消化器痙 

なし  生活習慣による予防と最新治療J東京ス  

肝がんの再発防止メ カニズムの解明に閑 する研究  19  21  肝炎等克服 緊急対策研 究  小俣l政男       した。また、肝癌結附こおける遺伝子具 頼（増幅やLOH）を網羅的に解析し 、  

ボーッ新蘭平成20年7月1日一12日シ  

GRHLヱ遺伝子のコピー数増幅が肝珪再  
リーズがんこその病態から最新治療法ま  
でこ肝臓   

発と有意に関連していることを見出し  
た。   

わが国における肝炎ウイルス感染の状  

況、すなわち、年齢階級別のHCVキャリ   
かし、JDDW2†、特別企画「本邦におけ  

として開始されたH8V母子感染予防対 策は、出生年ごとのHBVキャリア皐、 HBs抗体およびHBc抗体陽性車の解析  
により効果的に運用されていることを示  

肝炎状況・長期予後  19  21  肝炎等克服 緊急対策研 究  田中 純子  

診受診者80【）万人の大規模♯団を対象 とした特性に応じた解析により、わが国 の患者を除く一般■団におけるキャリア  
率を得、その数値を元として患者を除〈 推計キャリア数を捷示した 

。   言をした。   
必要性を示唆した。   染阻止能の可能性を示した。 

（り研究目的の成果ウイルス性肝炎の 診療において、最適の治療法の選択、 およぴ、新たな治療法の開発が求めら れている。本研究は目的とした、1）治療 溝の選択、治療効果を予測する診断法  
ジェノミクス技術を用  の開発を行った、2）新たな治療法を開  

に対する新規診断■   究   
治療法の開発  いたウイルス性肝炎   19  21  肝炎等克服 緊急対策研   金子周一        発する基盤研究を行った。（2）研究成 果の学術的・国際的・社▲的意♯慢性   

をみない。   
の解析、J28日領域の遺伝子多型との関 違解析の成案は世界をリードしている。 環状特殊ペプチド業物侯檎は世界に例  出来る可能性がある。   り上げられた（21年Tl月20日）。   
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特  
年度  

原著論文  
（件）  

研究課題名  研究事業    研究者代表者氏  名  書門的・学術的観点からの成果   各  臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開l薫  有】  
始了  文   

待   

lP－10の発現先進機序が肝炎悟性化に  
玉章な役割を演じている可能性が示唆  
された。HCVの排賎にはDCの活性化が  
重要であり、MDCのTLR3－TRIF一丁RAF6  

HCV感染における宿  肝炎等克帽  
の伝達経略が免疫制御治療の檀的とな  
る可能性が示された。悶G一】とMDA5がそ  

該当なし。   該当なし。   0  54  0  0  32  2¢  0  0  0   

の探索   主応答の分子機構の 解析と新規創業欄的   H〉  21   緊急対策研 究  松浦善治        れぞれ、短鑓、長銀の二本鑓RNAを認 渡し肝N産生を正に制御していることが  に、高いウイルス排除効果を期待でき  
明らかとなった。中空糸を用いた初代肝  
細胞塙養を用いて愚者血清由来HCVの  
ヰ港系の糸口が見えてきた。スイッチン  
ケ発現システムにより肝細胞がんを尭  
症できるモデルマウスを樹立した。   

C型の初回治療はR8V併用療法の不適  
平成21年虎は、新たにウイルス性肝硬  2010年3月6日平成21年度厚生労働省  
変及び悟性肝炎に対するガイドラインの  平成21年康より厚生労働省のC型肝炎   研究班公開報告会21年4月4日読売新   
追記・修正を行い今年度は．次世代の  IFN無効例は、REIV併用4紬ヽら72週投与  医療費助成の基準及び治療法の参考と  聞21年6月29日J8P帥M8dicine 21年6  

肝硬変を含めたウイ  東京都ウイルス肝炎対策協議会21年3月  

を作成した。地域共通で、慣性肝炎経過  併用72過とした。うつ状態でq不適例  24日、東京都ウイルス肝炎対策協浄会  の連携をし肝臓学会のホームページヘ  新聞 21年8月26日山形新聞21年6月  

究   ルス性肝疾患の治療 の様讃化に関する研   1g  21  肝炎等克服  熊田 怖光  
の連携バス、難治性C聖良性肝炎治療  止基讃を明確にし次世代の薬剤による  家会旛20年1月11日、5月27日、10月  生労働省監修の啓蒙活動を行い肝臓専  新聞21年6月21日千葉日報21年9月  
の連携パス、インターフェロン単独治療  治癒を目指した。B型は、NA製剤のdnJg  20日   門医のみならず一般医へも普及させ市  18日信濃毎日新聞 21年10月11日朝日  
のノくス、肝硬変にたいする連携パス、肝  08の範園を広げ8抗原雛7log以上  民公職講座を開催し患者さんへも肝炎  新聞 21年11月7朝日新聞21年12月13  
癌治療後の再発早期発見の連携パスを  治療の啓蒙活動を積極的に行った。  日朝日新蘭市民公開講座9件ノーン  
作成した。   DNAが陰性化例はS8qu8止血l療法に切  フレツト15捜雉   

り替えることとした  

lu8【ヨSNPsを治療俄に測定することで．  

C型肝炎に対するぺケインターフエロン  21年9月14日には名石匿市立大学HP  
＋リバピリン（PEG一昨N／R8V）併用療法  

に対する応答性とIu88  ことができる。また。構築した肝炎ウイル  治療効果に寄与するホスト側の区子で  を選別し、無効な人にとっては無用な苦  いて、本研究について一般国民にも分  
（IFN＆＃61548：3）遺伝子周辺の多型が  

テーラーメイ撞色療を   強く開運することを発見した。この成果  

19  21  肝炎等克服 緊急対策研 究  田中増人       は21年N故G…Ot等に発表し、国内外か ら大きな反響を頂いた。これまで明らか  に関する研究  となったウイルス遺伝子情報、SNP情  
発で患者の予後を改善するのみなら  とが望ましい。「肝硬変を含めたウイル  剤を開発することで、現在、効果の無い  る。第46回日本肝臓学会総会シンポ1、  

報、臨床什報は統合され、肝炎ウイルス 統デ 
合ータベースのプロトタイプは完成 した 

。  

める。   綴字会前期教育講演会において1u8日  
の低減lこ繋がり、社会福祉に寄与する  SNPの有用性について情報提供した。   
ことができる。   

小児では、幼児から高校塵までの喘息．  
これまで全国規模の全年齢にわたる国  

事、ガイドラインの音  免疫アレル   際的調査用紙であるISAA（〕、ECRHSで   アレル 

気管支喘息の有症  及効果とQOLに関す る全年齢全国調査に  

関する研究   研究  症状のある人のうち治療を受けている のは4肌以下であり、ガイドラインの普及 が必妻である 。   ことがわかった。   
連性があることがわかった。  
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（件〉  

研究殊態名  研究事業   研究者代表者氏  名  書門的・学術的観点からの成果   
名  

臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

間終  
始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  包 内  国 際   願 取  

得   

モデルマウスの作成においては、世界  
アレルギー性疾患の発症における皮膚  

で初めてフィラグリンノックアウトマウス  ／叫ア障害の役割が，本研究により確周  

の作成に成功する（未発表）とともに、  
たる基盤を築くことができた。長期的な  

鮎kyta汀マウスのフィラグリン遺伝子変  
展望としては、皮膚／くリア機能が陣書さ  

バリア機能陣書によ  免疫アレル  異を同定した（NatG帥吐21）。野生型マ  れることが考えられる個体において、出 生時よりスキンケアを適切に行い、皮膚  

るアトピー性疾慮廟 態解明に関する研究  19  2l   ギー疾患等 予防・治療  バリア性能を維持することによリアトピー  
研究   イトジャンクションの可視化に初めて成  性疾患の発症を予防することが可能と なる。アトピー性皮膚炎のみならず、喘  

功し、ランゲルハンス細胞がタイトジャン  
クションを形成し樹状突起から外来抗原  息の発症を、スキンケアによる皮膚バリ  

を捕捉することを示し、纏皮抗原感作機  
ア機能改善により抑制、予防することが  

序の概念を一新した（JExpM8d2り。   
できれば、厚生行政に多大なる烹献を  
することが期待される。   

（かRA発症とSTAT4、FAM167A－8しK領 域多型との関連を見出し、新規関連遺 伝子を発見し、その蛋白に対する自己  
抗体を特異的に検出した②自己免疫性  
関節炎発症における感染とTh17細胞分  

免疫アレル  関節リウマチの早期  

診断による発症及び 1症化予防  19  21   ギー疾患等 予肪・治療 研究  江口 勝美       化への関与を明らかにした③杭酸菌 HSP70及びBiPに対する免疫応答が抗 CCP抗体産生及び関節炎の進行に朝 与していた尾汐イブⅡコラーゲンを積的  連していた。RA及び診断未確定関節炎 におけるMRIの有用性を明らかにした。  

とした抗原特異的制御法を確立した⑤  

特異的に発現するGP2分子に対するモ ノロ 免疫寛容を含む、より効果的粘騨免疫 応答を誘導する濾胞粘膜上皮M細胞に  ク 
ーナル抗体を作製した   見であった。   の臨床！式験の道筋を開くことができた。   

アレルギーの原因・病態解析をもとに  
して、新たにアレルギー（アトピー）の遺  

伝手学的分類が確立され、個々の具備  

アレルギーのテー  免疫アレル  
ラーメイド姶療管理ガ イドラインの確立と実  19  21   ギー疾患等 予防 

・治療   特に既存の薬剤の適格な使用方法（中 止時期決定因子の解明を含む）が明ら   

用化  研究  ラ 
かにされてきたので、その病団・病態に 合致したテーラーメイド治療管理法の基  
礎が確立できた。「アレルギー（矧こ、気  
管支喘息）のテーラ「メイド治療管理ガ  

イドライン」を確立し発行した。   

関節リウマチ（RA）に強く犯された上肢  

関l附こ対する人工明鏡の開発研究を  

行った。上I随関節はRAにより長期間に  
わたり、かつ高頻度に犯されているにも  

免疫アレル  かかわらず、下肢関附こ対する人工瑚  
関節一ノウマテ上肢人  

工関節開発に関する  19  21   ギー疾患等 予防・治療  三浪 明男       ♯モ換前に比べて、上肢関節に対する 人工関節の多くは、未開拓の分野であ   研究  いてはT甲骨関節凍上方にフ 

く新しいコンセプトに基づくブロトタイプ の人工関節が開発され」現に人工手関  
附こついては医師主年型臨床治験が開  
姶されたところである。   関附こついては本邦初の本格的なデザ インの機檀がPMDAにての審査が通り  

臨床治験が開始された。   が期待される。   が期待することができる。   が特許を出願、取得している。   
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（件）  

研究課麺名  研究事業’   研究者代表者氏  名  書門的・学術的観点からの成果   
名  

臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開l頼  宥】  
姶了  文   

律   

今回の研究成果より、免疫抑制療法施  
行中の患者に対しては、積極的にインフ  
ルエンザワクチンや肺炎球菌ワクチンを  

膠原病患者における肺合併症として間  

膠原病の生命予後親  免疫アレル  
必要に応じて抗結核薬を予防内服する  

定因子である肺合併  異性肺炎及び肺患染症が入院愚老∴死 亡患者共に多く認められ、特にこの2つ  
症の診断及び治療法 の再評価と薪親肌発  特になし。   26  136  0  0  465  78  0  0  0   

に関する研究   研究   に1奏であることが改めて確認された。 特に肺感染症については、早期診断・  
早期治療の玉章性が示唆された。  

た、膠原痢こ合併する活動性間質性肺  
射こ対するタクロリムスの有用性が明ら  
かにされたが．一方で治療抵抗例の存  
在も確認された。   

アレルギー疾患の代替医療の実態調  
壬については、約3万人というこれまで  「わが子を花粉症からこう守る』サンデー  
報告のない多数例を対創こ検討して実  
態を明らかに出来た。代替医療の科学  

毎日、毎日新聞社21年3月15日、千葉  

的評価としては、厚生労働省の臨床試  
本研究成果の一部は、厚生労働省の  

免疫アレル  験の指針に基づいたブラセボを対照とし  ホームページの「花粉症の民Ⅶ医療に  

代替医療の実態と有 劫性の科評価  19  21   ギー疾患等  

ついて」に掲載され．民間医療の！党明、  

学的  予防・治療  抗測定やんnct；onalM円lこよる客観的評  主に花粉症に対する民間治療の実態、  
研究   値浅を用いた検封を行って意ヰや問麺  問隠点がわかりやすく記載されて花籾  

点を明らかにし、また、口腔粘膜の粘膜  
症を有する患者の理解に役立っている。  

免疫の特殊性についてjnvibり．invIYOで  
国放送公社（KBS）、2010年3月7日韓国  

詳細な解析を行い代替医療の新たな展  
全包でテレビ放送   

開の可能性を示した。   ジュバントとなり得ることが期待される。   

CD52分子に対するモノクローナル抗体  
であるアレムツズマブを用いることに  

アレムツズマフを用  よって二抗原以上のHU＼不適合移絶が  

いたHLA不一致同種  可能となるという発見は世界初のもので ある 
造血幹細胞移穐療法  。また、その血中濃度が移檀後の  田善伸（自治医科大学附属さいたま医  

び造血幹細胞移鳩領  の医師主ヰ治験およ  19  21  免疫アレル ギー疾患等  神田 善伸       CD4陽性丁細胞やCD8陽性丁細胞の回   

域における医師主導  研究  患者に対して同種移植という根治朗な 治療法が日本全国の移植施設において 可能となる。また．造血幹組胞移植領域  
治験発展のための研  の医師主導治験における有害事象の管  
究  理についての対策を考えることができ  撤する。   

た。この知見に基づいて今後の医師主  
幸治験の発展が期待される。   

新しいサ悦移植技術OBM－BMT）はヒトへ  
の応用を視野に入れて、サル等を用い  
た動物実験で安全性と有効性を確認し、  

新しい造血幹郷地移  免疫アレル  

研究   植技術の開発に関す る研究  20  21   ギー疾患等 予防・治療   池原 進  加齢（老化）関連疾患のモデルマウスを 用いて、骨髄内骨融移檀単独、または 胸腺移植の併用により、骨粗露症．肺 気種．Ⅱ型の糖尿粛アルツハイマー病 などの難病が予防並びに進行を停止す ることができることを明らかにしました。 特に、Ⅱ型の糖尿病とアルツハイマー 病に関しては、胸腺移檀の併用が強力 な武器となり得ることを発見しました 
。  

さてお、雷式Phasel Study）を6月25日に実施する予定で  
す。   
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研究課煉名  名   名   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の朋発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  
開終  
姶了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  囲 際   願 取  

得   

本研究では、統合失調症およぴうつ病  すべての分野の研究の方向性（加速・維 拝・憩液等）を決める総合科竿技術会吉義  

の脆弱性遺伝子と中間表現型という成  において、こころの健康科学分野の代表  
糀神慮患脆弱性遺伝  匝理論に基づく診断法・治療法の開発  例の1つとして、本研究がプレゼンテー  

子と中間表現型に基  を行うことを目的としている。統合失爛  ションされた。具体的な内容は、統合失  
症のリスク遺伝子としてZNF804A遺伝  

づく新しい診断法t治 療法の開発に関する  

調症においてハノイの塔課顆を行った近  
赤外線分光浅における前漁業脳底活の  

研究   多型が、統合失調症において中間表現  変化が腱♯者と比べて明確に違ってお  
型の一つである視覚性記憶の低さと関  リ、統合失調症の病態の解明や客観的  
達することを見出したことが非動こ大き  診断に資する成果が得られたというもの  
な成果だと考えられる。   と思われる。   

である。   
された。   

わが国の精神科領域における臨床研究  
推進のための課鰭や今後予想される陣  

国民の「こころの健康」を脅かす大きな 聞態となっている 

精神科領域における  書について、2つのモデル研究（コホート 研究及び無作為化比較試験）を実施し 研究実應上の課麺を明らかにすること  
ができた。また、精神科臨床に携わる  ての研究ニーズが注目された。また、そ のはにく 

の基盤作りに朋する  
研究   着．精神医学研究領域のエキスパ 臨床研究推進のため    19  21  こころの懐 康科学研究  山田 光彦        ート 他の医学研究領域のエキスパート、生 物統計家 

肴、大摸多設共同研経者．朋 連字術団体関係者らと検討を実施でき  、コクラン共同計画参加経験 鶏施究験   
たことは大きな成果であった。   調節薬の抗うつ効果についての臨床研  できた。   

究の必要性が明らかとなった。   
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（件）  

研究課姓名  研究事業   研究者代表者氏  名  専門的・学術的観点からの成果   
名  

臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のイン／〈クト  出  
Ⅶl終  和 文  英 文  
始了  等   

待   

海外で開発されたPDDスクリーニング  
ツールを日本裾訳し、借換任・妥当性を  
示した。持続遂行課贈時の事象関連t  
位測定でN2的振幅の減衰がADHDに特  
微的に優位でPDDおよび定型発達では  
王芝めないことを明らかにした。また、   

48  12  108  柑  46  5  0  0  0   

発達障書者の新しい  19  21  こころの腱 康科学研究  奥山 眞紀子  流の変化より、多動症状の改善が著し  
いケース群（g∞drr8SpOnくk怜群）におい  

て内側前頭葉皮質に相当する部位の  
Oxy－Hb濃度が投与前に比して投与2週  
間後において有意に上昇していることを  
発見した。   示。教師へのoJoFming有効性を捷示。   

本研究では、わが国で心理学的制傾の 手法を用いた自殺の実態調査を継続的  本研究からは∴現在わが国の行政にお いてのとってい  
喫緊課憶なる自殺対策  

心理学的剖検データ  
ベースを活用した白  こころの健  

る研究   穀の原因分析に関す   1g  21   康科学研究  加我 牧子    に実施できるようにするため、面接震閥 発からデータ収集▼解析に至る一連の 調査方法論を整備すると同時に、実際 の調査実施によって今後の課鞠を明ら かにした。また、本研究は学術的手法を 用いた国内の心理学的剖検研究の中で 最もサンプル数が大きく、自殺の危険因 子を症例対照研究によって明らかにし  
た国内初の研究であり、自殺対策資料  

神科治療薬の適正使用に対する施策な ど、精神科医療の貫の向上など、行政 上の課油が確認された 

としての価値は高い。   点で、壬要な恵もを持つといえる。   。   

早期退院、退院促進には愚者個々の退  
わが国における救急・急性期精神医療  

長期入院となる王事な妻寿が王篤な糧  の効果が検柾できたこと、また多措積に  

神病症状と手段的日耗生活動作の鏑著  よる退院促進支援チームや地域生活支  
援チームとケースマネージメントの重要  

精神医療の質的実態  な低下であることから今後の精神医学 研究の重要な穣的が明らかとなった。ま  

把握と最適化に関す る総合研究  19  21  こころの腱 康科学研究  伊玲雅臣  た、精神科看護は一般科で用いられて いる書抜必要度では評価できないが、  
本研究で行われた退院促進における雪  療・福祉徒手壱■の奉仕によることが多  
護ケア実態から精神科看主蔓必車座が明  く、財政的支援が必須であること、ベル  

らかとなった。  ることが明らかとなった。これらは臨床  ギーなどわが国と同様の精神医療状況  
的観点からの成果である．   

であっても睨施設化に成功している国が  
あることが明らかとなった。   

疫学デザインにより推計した精神疾患・  
身体疾患ともに入院水準の患者の人口  
比発生率は、国際的にも初めての成果  提言した精神科救急医療事業の連用美 のシステム式が 
であり．3報がPsyGhia扇cS8山GeSなど  績集計様、平成20年虔 から、自治体から国に報告する様式とし  

精神科救急医療、特  の国際執こ掲載された。この疫学的手 法に基づく査は 
調、定期的に特定地域 で施して政施策の成果証を可能  

疾患合併症例の対応  
に関する研究   に身体疾患や認知症    19  21  こころの腱 康科学研究  黒井 尚        実行検 にする。放息・急性期の精神病性障書 に映するランダム化臨床試験の成果  

ラン 開こ関するエビデンスを生み出  合併症医療の実態と展望1：東京都にお  
は、4報がSchizoph■℃ni8Ro弱訂Chなど  拠となった（八田）。捷言した認知症疾患 療センタ 

の矧晩熟＝樗鼓され、精神科救急の多  
医ーは平成20年度に事業イヒさ れたく栗田） 

施設共同試験ネットワーク（JASTstudy  
。   

卯山P）を構築できた。   
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（件）  

研究漂腰名  研究事業   研究者代表者氏    専門的・学術的観点からの成果   名  名  臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成案   その他のインパクト  出  
開終  
始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  包 内  国 隈   願 取  

得   

本研究班では、弘申分担研究者が中学  

生・高校生に見出される不登校・引きこ もりの実態把握についての検討から高 校生のひきこもりの実態とそのリスク  
思春期のひきこもりを  した。本ガイドラインは発表前から強い  

もたらす精神科疾患  ファクターを明らかにし．奥村分担研究 者は反社会的行動との関連から物理空  
学的治療・権助シス  の実患杷眉と精神医   間活動と††報空間活動の2パラメーター によるひきこもりの評価を行う新たな類  

テムの檎簗に関する  
研究   型化に取り組み、近藤分担研究者は全 国精神保健相祉センターの相談事例の  

精神医学的診断を集計し、大半が何ら  
かの精神陣書と診断されたなどの手術 的にも価檀ある成果を上げた 

。   

精神疾患に合併した睡眠清書の実態を  
明らかにし、不眠をはじめとする睡眠陣  
書が精神疾患の単なる－症状ではなく  精神疾患の履病期間は長く、療養中の  

精神疾患の病態生理に密接に関与した “併存症”であり、発症リスク要周として  睡眠・生活リズムの乱れは社会復帰を  
阻書する代表的な症状であり、本研究  

精神疾患に合併する  また臨床転帰の悪化要因として留意す  の成果は愚者の社会生活機能の低下を  
睡眠障害の診断・治  る健康問鳩などについての普及啓発に  
療の実態把櫻と睡眠 医療の適正化に関す  もたらす難治性かつ遷延る睡眠障害 を克服する上での指針となるものであ  ベきであることを明らかにできた。日本 園内の一般住民を対象とした調査から、 不眠とう 

つ病の併存率、対処行動上の  る。また本研究で明らかとなった国内で  
る研究   間傾点、うつ病者にみられる睡眠晋≠ の実態が明らかになった の向精神薬の使用実態に関する信頼性  

。診療報酬  の高いデータは、今後の薬事行政に資  
データの解析から精神疾患愚者の受療  すると考える。   
動向、医療機関での処方動向について  
様度の高い†雷扱が得られた。   

新邸、雑誌、テレビ放送、ラジオ放送で  

急激に社会間掛ヒし  過敏性腸症候群や摂食碑書などの心 身症の脳内神纏伝達の病態解明に焦 点を絞り込んで研究を行い、当初の巨  
ている心身症の克服 モデル  19  21  こころの腱 康科学研究  福士手  檀以上の成果を速成することができた。 過敏性膿症候群や摂食陣書などの心  見方で診療を進める背景が得られた。 また、本研究成果をもとに、診断治療ガ  

身症の脳内神経伝達の研究は扱が少 なく、極めて高い学術的徳雄を持つ。   帥dMot渦y誌（学術誌）上で受賞の梯子  
が報道された。   

子どもの生活リズムの改善を巳ざし「眠  
CBCL（Ch石IdBeh8JourCheckList）2／3歳  竃シンポジウム」をChlSCoPの主催、福  
用を用い．遅寝の情緒・行動への影響を  ADHDの臨床評価として、ADHD点児に  
コホー卜し、ロジスティック回帰分析によ  が、乳幼児の心と脳の発達を促す「眠  福岡母性衛生学会の後援をうけ、医療  平均36日日付近の訪問）を実施し、母乳  

夜型社会における子   
業物療法と睡眠・生活リズムの治療的 アクテクラフと波によって  

どもの睡眠リズムに  介入効果を脳 評価した。通院児のA虎i訂叫hと睡眠日 誌より夜間の「睡眠■覚醒リズムの後遺J  
よる心身飛違の前方 視的研究と介入法に  
関する研究   や「睡眠の真の低下」を認め，葉物療法 とともに睡眠に対する介入により異常行  

動に影響を与える可能性が示唆され た 
。   ガイドラインとなリラることを期待する。  など、親子の遅寝改善にむけた「鴫育」  

活リズム意練づけ」8，87であった。  キャンペーンと、地域定着を考える教書  
介入法の構築の足がかりとした。   
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特  

年産  
原著論文  

（件）  

研究課地名  研究事業   研究者代表者氏    専門的・学術的観点からの成果   名  臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

蘭l粟  
名  

姶了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   願 取  
得   

ともすると失われた細胞の供給源をど  
の細胞にするか、という議論に終始して いのにいては 再生医学、ことに細胞移植の分野では  

ES細胞や幹細胞におけるしのぎを削る  
る現在再生医学研究お、 移植細胞をどのように生体に投与する  娩争が世界的な規捜で繚り広げられて  

神経・筋変性疾患に  か、有効な雑織構築につながるシステ  いるが、本件の骨組問質細胞からの秩  
ヰ系を産業レベルで確立することはこの   

テムの≠集と自己細  おける細胞移植シス  胞移租治療法の開発  19  21  こころの健 顔料学研究  出沢真理       ムとはどのような要素を必要とするの か、という重要な課矧こ関して焦点が当  分野における世界に先駆けた新規の医  
てられて来ていない。その意味で本研究  疲技術の創出となり、高齢化に伴い増  
はまさにこれからの再生医学を先取りし  加している神堰・筋肉変性疾患に酎‾る  
たものであり、学術的意義はあると考え  根本的治療法開発の突破口になると思  
ている。   

われる。   

MuSK抗体重症筋無力症は施萎矧こ至  
欧米やアジアのデーターとの比較研究  
に必重な、我が国のMuSK－MG患者の  
臨床像を明らかにした1∝）％の頻度で  MuSK抗体測定法を開発して大学病焼な  
MuSK－MGを発症させることができる画  

1症筋無力症の病態   
0  5  9    7  5  0  0  2  

19  2l  こころの像 康科学研究  五木和宏  指標データーとして専門誌で引用されて いる．  
MGにおけるAαほ阻書刑の過勧性のメ  いる．   

カニズムを明らかにし有効な薬剤を発  
見した   れ包民医療の水準向上に対して貢献し  

ている．   

READマウス作出に成功したことによ  
リ，これを活用したタンパク長の生合成  

リードスノレ一読起物質を見出したこと により創出された知的資産は．リードス  

に関する新しい知の創出や研究効率の 上へのれ 
ノレーの作用機構や生体反応の制御機  

新規リードスルー惹  向貢献が見込まる。さらに．ヒ  
機の解明に新たな展硯が期待される。  

起物質によるナンセ  
ンス窓異型筋疾患治 療のための前臨床試  

ナマイシン類・アミノグリコシド頬の構 活性相関と毒性縮果から1蚤な知見を  2．仰0えナンセンス 性疾患に包括的に適用できる応用性が  

験   待て．リードスルー薬物候補だけでなく  
あるため．難治性疾患対策の推進に責  

手性を回避する新規誘導体創製の可能  献できる蓋然性が高く．大きな社会的成  

性を開いたことは大きな意義がある。   菓が期待される。   や医師．創集束企臭から反響を得た。   

これまでに得られている知見だけで  
は、種々の疾病が脳脊髄鹿渡少症とさ   
れるものに含まれている可能性があり、  症に関連のある日木頭瘍学会、日本神  が、近年、本症が頭頚部外傷後に続発  と交通外傷の因果関係をめぐり法廷で  

過去に瞳脊髄液減少症とされた臨床  
粒食を検証し、その臨床憺を規定、さら  

脳脊髄液減少症の診  に悦液漏の根拠とされていた図像診噺  

する研究   断・治療の確立に関   正  21  こころの腱  裏山 孝正  所見の疾患特異性、悦液漏と症状の画 異聞係を検討することによって、瞳脊隠  
液減少症の科学的根拠に基づく診断が  
可能となる。  らず自説を曲げないことにある．従って  れている。そのため、策定されるガイドラ  把握し対策を講ずべき神纏・筋疾患」で  都道府県全ての三善会で病態解明・研究  

本研究の成果は、これらの混乱を科学  インは、これまで公表されてきたものと  ある。従って、その病態を解明し、診断・  の推進を求める決議がなされ、本年度も  
的に解明し、過剰医療や見逃し医療を  は異なり「学会間の垣根を取り払い、誰  治療法を確立することは直接的にも、間  国に対して研究の進捗状況に関する棲  
回避できることから、臨床的意義は大で  
ある。   とが期待される。   持される。   
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特  

年度  
原著論文  

（件）  

研究課類名  名   名   
臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開終  和  
始7  文   

待   

シァル酸の低下により連位型ミオパ  本研究の成果は、東京新聞をはじめとし  
チーくDMRV）が引き起こされることを胚  遠位型ミオパテーは大手の製薬会社が  

縫取り空地を伴う遠  明し、その発症には骨格筋筋捜線内に  興味を示さない希少疾病であるが、本研  
アミロイドなどのタンパク質の蓄積が関  

位型ミオパテーの根 本的治療法開発  19  21  こころの健 康科学研究  西野 一三  
究により、行政事業として患者会などの  

係していることを見出した。モデル動物  社会的な要請にこたえて治療への道を  
レベルで、DMRVがシァル酸補充によリ  

開いた。  
する公開シンポジウムが開かれた。本  

予防できることを証明し、この成果は  研究の成果をもとに、製薬会社とともに  
NaturoM8d；c；noに掲載された。   治療薬の開発を始めた。   

プリオンに対し自然免疫系IRF3線路が  
感染初期に活性化されるとIFNを介して  
抑制的に作用することが分かリ1FN療法  
の可能性を見出した。IRF3線路が抑制  

プリオン病における  されることから持織感染成立に1RF3抑  
制が関与していると考えられる。患者馳  

れに基づく診断・治療  免疫反応の解明とそ   なし   なし   なし   0  27  4  4  ヰ6  0  0  0  0   

法の開発   データを得、実験皇鑑別診断への応用  
可能性を見出した。抗体療法開発は、ヒ  
トIgG型杭プリオン特異抗体の同定・作  

成に成功した。脳へのチノバリーシステ  
ムとして抗体発現マイクログリアの細胞  
移鳩療法が有用であることが分かった。   

本研究では瑠胞補充療法善用いた薪親  
本研究の結果、発生段階における分子  
的異常が神綾胡胞の発生・発達に障書  

候補遺伝子DISCl  を及ぼし、成熟後の統合失調症発症を  我が国で発見され、世界に先駆けてそ  

讃傭する可能性が示唆された。また本  の実用化を進めることが重要な戦略と  

合失Ⅵ症の病態理解  の機能解析による統   なっている、人工多能性幹細胞（iPS細   

と治療戦略の構築   合失調症における認知機能低下の病態  
胞）作成技術を精神神経科領域で応用  

理解および治療厳略の構築に有用であ  する上での道標となる可能性がある。   

ることが期待される。  て画期的な治療法を生みだす可能性も  
否定できない。   

海外では、プライマリケア場面における  
うつ病有病辛が高いという結果を背★  
にプライマリケア場面における効果的な  かかりつけ医機能を有する一般内科外  かかりつけ医機能を有する一般病院の  自殺総合対策大綱に謳われているよう   
うつ病スクリーニング法が開発され、有  来においてうつ病の頻度は高いにもか  内科等におけるうつ病有痛庸や医師の  こ、かかりつけ医によるうつ痛の発見と  

地紺こおける一般診  
効な介入法が確立している。しかし、医  かわらす、多くのうつ病愚者はうつ病と  うつ病認識濯に関する情報はこれまで  治療導入は、地域全体のうつ病患者・自  

療科と精神科の連携  
本研究結果は、精神科だけでなく、内科  

によるうつ病患者／ 自殺ハイリスク看の  

先見と支援   
を持つ情報である。   

能を有する一般内科外来におけるうつ  が示された。そのためにも、内科外来に  喝、うつ病に対する処方実應は、今後、  する情報は、今後、行政としてかかりつ  
痛有病車、医師のうつ病雄幸、治療  おいてうつ病をスクリーニング・モニタリ  ガイドライン等を作成するうえで重要な  ナ医によるうつ病の発見と治療導入を  
導入率に関する知見として五葉な結果  知見となる。   促進するために必須の情報である。   
が得られた。今後の効果的な介入法の  
開発に必要な件報となる。   
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特  
年度  

原書論文  
（件）  

研究課贈名  研究事業   研究者代表者氏  名  書門的・学術的観点からの成果   
名  

臨床的観点からの成果   ガイドライン等の晩発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開終  和  
始了  文   

得   

総括的疫学解析では、臨床調査個人票  診療の均一化と質的向上のため以下を  
改訂と患者情報データベース構築をお こない、これを用いた疫学解析と臨床研  
究を実施した。この結果、基礎疫学指樺  

の最新値が得られ、また研究班主導の 多施設臨床研究が複数スタートした。基  

難治性炎症性腸管障 雲に関する調査研究  19  21  難治性疾患 克服研究  渡辺守        礎研究では、「日本人特有の疾患関連 遺伝子解析」、「免疫異常機構の解 析J 、「組織再生鰍の解析と治療応’ 用」、r腸内細菌の関与追求J、r炎症に  

進められ、多数の論文発表がおこなわ  
よる発癌メカニズム解析J、「疾患特異 的バイオマーカーの探索」につき研究が   
れるなど、調査研究の成果を広く発信で  

進とともに、医療費の抑制にも貢献する  

きた。   
ことが期待される。   の鑑別診断アトラス」を編集した。   

／明菜大公開シンポ2010／ペルオキシ  
ゴーシェ病遺伝子のパーキンソンの発 症とのサボシンC欠  ソーム病治療研究（中日新聞21．11．柑）ノ  

間違有意性精粗 襖マウス病態解明、ムコリピドーシス、  
ペルオキシソーム病の病態解明，ゴー  

ライソゾーム病（フア   

19  21  難治性疾患 克服研究  術藤 義勝      シェ痛、βガラクトシダーゼ欠換痘の シャペロン療法の開発進最、集染性白 賢ジストロフィ ー（MLD）、クラツベ病での  

遺伝子治療刊究の進展。更にiPS細胞  
研究はファフリー魚クラツベ嵐ムコ多  て」／K弓ssFMまゆみとドクター森下のバ  

鴇症Ⅵl型のマウスよ切PS細胞樹立。   ていない）   
イオR8do「ムコ多地症についてJ  
（21息13）   

病胞解明について、薬剤、ウィルスと皮  
膚浸潤リンパ球との相互間係、サイトカ  
インプロフィールなどが玉章であること  
を示した。現時点では明らかになってい  重症多形溶出性紅斑の疫学調査（1次  

ない遺伝的背景を同定するために、ゲノ ム解析を開始し 
互恵多形溶出性紅耽 に関する調査研究  19  21  難治性疾患 克服研究  棟木 公二       、DIHS患者と対照群合 計134例のゲノムワイドスキャンを終了  24  T98  95  10  123  78  8    2   

した。骨髄幹細胞による表皮再生、脂肪 組織からの間葉系幹細胞の分離増養  
法、毛包の再生についての基礎的デー  

タを収九した。   する方法を生み出し、さらに簡易作製應  
を開発した。   

本研究で症例データベースを作成し、関  
本研究成果は．これまでのMHCクラ刀  疾患関連HLAの構造解析に基づくリード  
の抗原提示機能の自己免疫疾患発癌  化合物の検索は、アプローチとして有益  
への関与という．ドグマとも言える痛囲  であり、今後大きな社会的意義をもつ王  婁な成果に証穂することが強く期待され  

HLA多型が寄与する  自己免疫疾患の発症 機序の解明  19  21  難治性疾患 克服研究  反町典子     諭に対して．MHCクラスlによる自然免疫 細胞の制御という全く異なる発症メカ＝ ズムを捷喝したという点で、極めて新規 性が高く 
．かつ王事で。得られ 見はその科学的インパクトが評価され、  

あるた知   
こっての である。得られた成果に関する刊行物  

lmunity等、トップレベルの国際誌に掲 鼓された。  （論文等を含む）は、予算要求の基礎資  

認められたことは、移格医療lこ大きな可  料としての活用している。   
能性を捷示した。   
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特  
年度  原著論文  

（件）  

研究課駕名  研究事業   研究者代表者氏    ヰ門的■学術的観点からの成果   名  名  臨床的総点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のイン／くクト  出  
開l終  和  
姶了  文   

得   

多数の後天性プリオン病の発生や発病  
プリオン蛋白がノゴマーの病態や治療 における意♯、絶技導体の驚異的な治  リスク保因肴の存在を背景に、本研究  

療予防効果と実用可能性、抗プリオン 活性をもつ新たな化合物群、新たな創 薬標的候補群、抗プリオン蛋白抗体や 間葉系幹細胞の末梢投与での治療効  
プリオン病に対する  

診断・治療技術開発 に関する研究  19  21  難治性疾患 克服研究  豊浦克美        菓、プリオンアミロイドP〔Tの有用性と限 界、次世代診断薬としての近赤外線ま 光プロ ーブ、プリオン病患者におけるlぷ  

会三義を開催して本  
優れている。既にいく 血液関門機能、などの発見は学術的に つかのものは国際 誌に綿赦されているか掲載が決まって おり、残りのものについても投稿中か投  
稿準備中である。   期待できるものである。   るものである。   オン研究者にも利用できるよう配慮し  

た。   

難治性血管炎に対する自己サ膿また  
は末梢血阜核球移胤こよる血管再生療  
法の有効性と安全性を多施設共同研究  
により検征した。帥糾例（153肢）の難  
治性血管炎患者（バージヤー病79肢、  20年6月、市民公開講座（松本市）を朋  

難治性血管炎に対す  勝原覇74肢）に本治療法を施行した。  催し、本研究による血管再生療法を紹  
なし  介した。20年第2336号の医療タイムス  る血管再生療法の多 施設共同研究  19  21  難治性疾患 克服研究  池田 宇－        有効性はバージヤー病でgl．1ち（79旺中 72肢）、膠原病開運指呈止虚血で82朋（74  虚血肢に有効であり、既に先進医療の  （長野県版）に本治療法の記事が掲載さ  

肢中引肢〉と高く、安全性にも間麺はな  れた。   
かった。本治療法は自己細胞を用いる  
ため認容性に優れ、有効性も高く、難治  
性血管炎による1症虚血肢に対する新  
たな治療法として期待される。   めて明らかにした。   

ゲノム解析技術の進歩（CGHアレイ・  

SNPアレイ）により、コピー数の変化のみ  木組ではエビデンスレベルの高い分子  
ならずアレル不均衡に蘭する情報も得  
られるようになった。本班では世界に先  
駆けて7q一及び11qUPDより骨髄異形成  

甘職異形成症候】附こ  せている。これは「特発性造血確嘗に対  
症候群（MDS）の原忍遺伝子の同定に 成功している。¶l着は¶也n、K8Sumi及び  

療法の開発に関する  対する病態解明・治   合同で「1・良異形成症候群の前方視的  

研究   Miuであり、後者は0日しである。これらの 遺伝子の撫能を分子生物学的・発生工  

イトカイン感受性の変化がMDSの病性 にしていことらかに  
学的に検討し、細胞分裂の異常及びサ   
形成関与るを明し  難病及び希少疾患の検体を朱積するこ  
た。   

た。鯉口鋏キレート剤の臨床的役割が  とは行敢上も極めて重要である¢   
再検討される可能性がある。   

ヒトのCJDプリオンを用いてその滅菌効  
累を正接示した研究は、ほとんど例がな  
く本研究の結果は学術的に貴1であ  
る。さらに、従来は単一処理でも滅菌で  

プリオン病2次感染に   きると考えられていた滅菌浅が、それ阜   
0  36  30  19  27  20  0  0  0   

19  21  難治性疾患 克服研究  北本哲之  ことを明らかとした。さらに、SDS処理と  

オートクレーブ処理など、異なる滅菌処  
理を組み合わせることで飛躍的に滅菌   
効果が上がることを世界で初めて明ら  
かにした。   とした。   

一80－   



特  

年度  
原著論文  

（件）  

研究諌惰名  研究事業   研究者代表者氏  名  書門的・学術的観点からの成果   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開  
名  

姶   和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   鼠 取  
得   

国立成育医療センターで、先天性視神  
線形成異常および網膜変性に伴う視神  
経障害症例を集積u臨床データを杷橿  
した。先天視神経形成農欄と無虹彩の  

先天性難治性網膜・  遺伝子解析を行い、PÅX¢遺伝子の新た  
な変異を発見した。L由8r先天黒内陣の  では難病研究貧  

視神経畔書に対する 生体試料の収▲及び 病態把牒に資する遺  9    23  0  3年  8  0    0   

伝子バンクの創生   組織から神経幹細胞を分離し、iPS細胞 作製を峯値中であるる。浜松医科大草 では、眼白子、先天無虹彩、眼底白点 症の遺伝子解析を行い 
、前二者につい  

て、それぞれGPR143とPAX6遺伝子変  
た．   

具を同定した。全例についてBリンパ芽  

球様細胞扶を樹立した。   

先天白内陣は、早期に発見し、水晶体  
先天白内陣の大規模な実態調査は、国  混濁を除去し適切な視力訓練を行え  
内外でもこれまで十分に行われていな  ぱ、有用な視力が期待できる疾患であ  
い。今回は全国調査を行うことによっ   

先天白内陣の原図究  て．わが国における発症率が年Ⅶ約ヱ00  らかにした。希少疾患で手術における注  討中で、さらなる研究が必要であるが、  性をもつ1歳まえに手術が行われている  

明と診断治療墓膚の 創生  21  21  難治性疾患  東範行  た。白内陣を早】剛こ発見する簡便な検  固開廃した捜査法や検潮した眼内レン  療のガイドライン策定に、大いに役立つ  になった。また、手術技術にさらなる進  
査法．手術適応を決めるための小児用  歩が必要なことも判った。こ九らを解決  
網膜t図検査法を開発し、小児に適切  することは、点児のQOしが飛躍的に向  

な眼内レンズのタイプを検討した。   上することになり、今後の課鵠が明確に  
なった。   

当該症例にどのような対応をしてよいの  

新生児ノレーブスの帝国と考えられてい  抗SS一人抗体陽性女性から新生児ノレー  本研究において各分担研究者の挙げた 成果をもとにして作成した「診断基準ま たは治療指針」は 

、これまでの混沌とし た状況からのJl、さな一歩であるが大きな  
よい症例調査を行うことができる。また、  であり、抗SSrA抗体陽性妊婦の扱いを  る内科、産科、小児科が合同で研究した  症例を詳細に調査する方法が有効と思  

胎児・新生児障害の  試作し、研究者所属施設で予備調査を  来の散在する報告から発症のリスクが  前進であると総括することができる。今 針ま、症例集積施腰を重点として症例 デ 
原因となる自己抗体 陽性女性の妊娠管理  
指針の作成   

うことによって、新生児ル 
管理指針の作成につなIf、さらにはより 包括的な妊娠管理指針の作成へと発展  

きっかけをつくることができた。   役立てることができる。  させることを目指すべきである。   成につなががるという点でこの研究の意  
義は大きい。   

全国疫学調査にて本邦における研究対  
象疾患の有病者数が明らかとなり、個 別実態調優により各疾患の痛型の実態  

有機酸代謝興廃症  を把握することができた。これらにより各  
（メチルマロン酸血  

症・プロビオン酸血  診療脆軌こおける診噺可能な時期、犠 徹的な臨床症状 

症）、尿素サイクル異 常症（CPSl．OTC  6  27  13  0  9  3  0  0  0   

欠鵜症）、肝型糖蘇  

病の新規治療法の確  査では国内移櫓例の約8仇が網羅さ れ、治療選択の妥当性が検柾され今後 の治療指針作成に資するデータが待ら  
立と穣濃化   れた。生体試料のバンク化は臓調に進  

行しており、今後も細胞／くンクの体制を  

推進していく。   

－81－   



年度  
原著論文  

（件）  

研究課姓名  名   名   臨床的頼点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的載点からの成果   その他のインパクト  出  

間終  和  
姶了  文   

得   

フアンコこ貧血は染色体脆弱を伴い、骨  本研究は稀少疾患であるフアンコニ貧血  
悦不全、奇形、白血病、固形経書などを  稀少疾患であるフアンコこ貧血を診断か   とその類縁疾患の生体拭料収集に関す  フアンコニ貧血は稀少疾患であり、通碑  

のバイオパンクでは入手困粍な骨髄絹  
月から2010年3月までに6症例の細胞  で一連の作業を同一施設で行うことによ  発はないが以下の審議が行われた。  

胞、同業系細胞、皮す細胞などを用いる ことにより 後の放射線や化学療法を受けた患者由  
、幹細胞レベルでの病態解明 や 

フアンコニ貧血とその 類縁疾患の生休試料 収▲に関する研究  21  21  難治性疾患  矢部みはる              IPS細胞を用いた遺伝子治療などの 新規治療法の開発に道を開くことが期 持され、難治性疾患克服事業における 行政的効果にも寄与できる 確定できなかった症例であり、骨組経線  白血病化の解明にも期待がもたれる。  研究部（難病研究資源′くンク）に開し  リ、がん化の解明にも期待がもたれる。  
。規在、iPS 紺地の作成、各研究資源′くンクヘの紬  
胞保存や細胞寄甜こついて検討中であ  

れ多数の遺伝子解析により、日本人の  ついては国際シンポジウムでの発表を  日）。保存に関しては「フアンコニ貧血と  が取得され、細胞保存への応用が期待  
FAの原因遺伝子の基盤が作られると患  る。   される。   
われる．   指針」を作成した（21年9月）。  

特発性間質性癖炎患者の生体試料収  
■のために研究書十回書を作成し、一部  

特発性間質性肺炎愚  施設で倫理委■会の承認を待た，検体  
看における生体試料   の収九■管理施設の受け入れ態勢も進  

克服研究   められている。当研究はまだ開始された  現在までのところなし。   今後進展させていく予定。   0  7    2  0    0  0  0   
等の収先に関する研  
究   ぱかりであり、成案といえるものは出て  

いないが、その態勢づくりは順調に進め  
られている。   

「副腎ホルモン産生臭紺二間する調査  
研究損」が実施中の副腎ホルモン産生  
異粍痘に関する全国疫学調査で得られ  

偽性低アルドステロ  
た情報を墓に、PH一へ症例の把握を試み  
た。回答率の促さも影響して、わすか6  

ン症に関連する生体   
克服研究   

特になし。   0  6  4  0      0  0  0   
試料等の収■に関す  
る研究   

れの症例からも生体試料収■に同意が  
得られず、収■が困経であった。公的遺  
伝子バンクの体制整痛が遅れたことも  
あり、その連携が進ます、実質8カ月の  
研究期間は短すぎると感じた。   

初年度である平成21年度は、多くの分  
担研究者の方々のご協力により、目的  
としていた主要タウオパチー（CBD，  
AD、進行性抜上性麻痺（PSP）、ピック  

大l置皮質基底橡変性  病）すべての皮膚検体、経線芽細胞を  
症由来iPS紬他の樹 立とタウオパテ 

克服研究   な臨床所見も収♯できることができ、榛  
特記すべきことなし   0  2  4  0  5  0  0  0  0   

ーの  
新規治療戦略の確立   めて買の高い神棟疾患iPS細胞の樹立  

が望める。現在、各疾患PS細胞へのリ  
プロケラミンケを開始しており、半年以  
内にすべての疾患のiPS細胞を樹立で  
きるもの確信している．   

－82－   



年度  

特  
原書論文  

（件）  

研究課嬢名  研究事業   研究者代表者氏  名  書門的・学術的観点からの成果   
名  

臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開l柊  和 文  英 文  
始了  等   

得   

自己反応性B細胞を可視化することは 従来困難であり、自己抗体産生を辛が  
全身性エリテマトー・デ  かりにその存在を、血清EuSAや  

基礎的な内容を含んでいるが、睦床応  

スにおける修飾自己  用に鷹縮できる研究であり、本研究でそ  

抗原を用いた自己反  
応性8御地を標的と する病弊モニタリング  

エピト 
と特異的細胞機能抑  や治療における発展性と汎用性の高い  

制治療の開発   白細胞を検出できたことより、従来の 隈鳩点をのりこえ、自己反応性㈲細胞を  標的とした検査や治療につながる成果  方法と思われ、本手法の成功は多くの  

る。   患者に還元できる可能性を有する。   
と考える。   

今回構築したEGFPとの融合タンパウを  
用いた発現系では、一過性にせよALK2  

FOPはその特徴的な症状から、整形外  

を発現させた細胞を分回することが可能  科、リハビリ科で診療が行われている事  

であった。このような細胞を解析すること  が多い。しかしFOPの初期には肢帯型  
進行性骨化性繊維異  

で、今後各∧LK2の変異体特有の細胞  
筋ジストロフィー様の症状が認められる  

形成症（FOP）の生体  

試料の集積と新規治 療法の開発に関する  
い治療法の開発では、異常型遺伝子だ  や経過観察が行われている症例が多い  

基盤研究   けを特異朗にノックダウンする新たな  辛が判明した。FOPに関しては、今後も  

RNAl誘導法が確立され」削作用のほと  
神経内科や一般内科にもその存在につ  

んどない安全なRNAl治療の確立のため  いて注意を喚起する必要があると考えら  

の道廠が出来たと言える。   れた。   

鋏過剰症を代表とする痛感では血清中  
にトランスフェリンに結合していない鉄  
くNTBl）が認められ、その定量方法とし  

PC7出願済みである（国際出隙日二21年  

てnonrm虞a＝1PLCシステムを本邦で初  9月18日、発明の名称：鉄キレート剤及  
特発性遺血陣書愚者  めて導入したことで、迅速かつ信頼性の  ぴその製造方法、並びに鉄イオンの定  
生体試料の安定的収  量・補足方法）。本邦初のNTBI測定シス  

♯法の確立による鉄 代謝異常関連造血陣  特記事項なし  テム導入、世界初のヘプシジン3  0  2  7  0  2  3    0  0   

で、鉄代謝異常を呈する各種病態形成  h頭椚相同時定量システムの開発で、  
書の解析   の中心的役割を担うと考えられるヘプシ  国内の多数の施設より測定依頼を受け  

ジンを3檀類のi＄虎orms（h8PCidin－20．一  
ており、わが国における当該分野をリー  

22．－25）を同時定王可能としたしC－  
ドする形に発展している。  

MS／MS法を世界で初めて関東した。   

我々の独自の研究によって日本人の加  
加納斑変性およぴポリープ状脈絡膜  

加齢★班変性症、ポ  血管症の患者の症例情熱こ加え，遺伝  
リープ扶脈絡膜血管  
症の生体！式料バンク  克服研究   なし   なし   6  0  0  6  6  0  0  0   

及び情報デーベース  提供することによって、現時点での情報  
の穐簗   を土台とした、新たな実験やデータマイ  

ニングが期待される。  はその土台となる部分であり、今後の発  
展が期待される。   

・－83－   



年度  
原著論文  

（件〉  

研究課髄名  研究事業   研究者代表者氏  名  専門的・学術的観点からの成果   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の兢先   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  
開終  名  和  
始了  文   

待   

全国の医師と免疫不全症■門医の間を ンタ 
結ぶイーネット上の相談窓口の利 用、研究姐メンバーによる広報活動の  
成案として、患者由来DNA検体が今年  
庚に224件収♯できた。これらについて  

は、実際に疾患原因遺伝子解析を実施  
原発性免疫不全症侯  
群愚者からの生体試 料収♯に関する研究  21  21  難治性疾患 克服研究  宮脇利男        し、解析に耐える質の検体が蓄積され ていることを確認した。この収九検休敷  特になし。   特になし。   35  99  70  8  158  24  0  0  0   

の予想を上回る結果は，本研究阻＝よ る広報活動と，こうした遺伝子解析をリ  

ンクした検体収先活動の相乗効果によ  
るものと考えられる。本研究の実施によ  
り、これらの検体尿管のための書用保  

曹庫を新たに設置することができた。   

本研究によって．ADH（バゾプレシン）分  

診断マーカーの開発については、ウェス タンブロツティング法を用いた検討の結  

ADH分泌異常症（尿  
劇症）を呈するリンパ  

瑠性漏斗下垂体後篇 炎の診断マ ーカーの  克服研究   の候補であると考えられた。また、ウニ スタンブロツティング法より高感度で綱  
開発に向けた患者検  羅的にハイスノレープットな同定が可能な  
体の収♯   プロテオーム解析について検討し、自己  

抗体を用いた免疫沈降－ショットガンしC－  

MS／MS法を開発することができた。   
症）を呈するリンパ球性漏斗下垂体後葉  

炎の血清検体の収集、管理を推進する  
ことができた。   性があると考えられる。   

脳生検以外のCAA診断法として、MRl  
T2＊画像による脳出血の検出、アミロイ  
ドPETによる後預優位／くターンなどの圃  

像検査が報告されているが、M和では出  
血前のCAAを検出できず、アミロイド  

脳アミロイドアンギオ  PETでは検査施設に制約があり多数例  
パテーの生体！式料収 先に関する研究  21  21  難治性疾患 克服研究  山田 正仁        の検索は困難である。本研究による、生 体試料を用いた簡便な診断マーカーの  4寺記すべき事項なし   特記すべき事項なし   0    5    4  J  0  0  0   

究推進の基盤となる生体試料を収九、  
開発の意義は大きい。今後は、全国規  
撲での生体試料収♯が進行することに  
より、CAA診断マーカー開発や病態解  
明の研究が一層推進されることが期待  
される。   

本研究はヒト症例由来の生体組織を利  
特発性心筋症の基礎医学的検討は、遠  
当な疾患動物モデルがないこと、ヒト症  本研究の白眉は実症例由来の組織から  

患者由来細胞のiPS  
例から得られる心筋組織は微量であリ 各檀解析が困難であったことがあげら  

細胞化による心筋症  れる。本研究で待ら九るヒト症例由来の  
の新しい診断法開発 を目指した生体仁科  0    0  0  0  0  0  0  0   

の収♯   
細胞はこれらの課題を克服可能になる ものと期待される。また臨床データとの  
相関解析により辞細な病態の検討や早  ；PS細胞技術を用いて画期的な成果を上  

の注意に基づいた研究体制の檎築が必  期診新法の開発を可能にすると期待さ  げることができ、社会的・行政的羊献が  

れる。  
大きいものと期待される。   

は、引き続く類似の研究のモデルとなリ  
うると考える。   
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原著論文  
〈件）  

研究課鞄名     研究事礫   研究者代表者氏  名  専門的・学術的観点からの成果   
名  

臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開  和 文  英 文  
姶   等   

得   

これまでに、王症筋無力症（MG）の研究  
は、研究坂主導で全国の神経内科施設  
を網羅する後ろ向きの研究は為されて  

壬症筋無力症の前向  きたが．前向き研究はほんとど無かった  

特になし   特になし   10  4  0  6  0  D  D  0   き臨床研究と生体試 料バンクの檎蒙  21  21  難治性疾患 克服研究  本村政勝      ので、本研究で収集された血清試料 は、その病態解明に非鰍こ役立つと思 われる 
。また、MGにおいて試料のバン  

ク化は、AαlR抗体．MuSK抗体に次ぐ、  
新しい自己抗体の検索においても、王  
要な役割を果たすものと考える。   

TNFq阻害菜を組み入れた絵癌性舵痴  市民公開講座（策61囲日本皮膚科学会  
稀少難治な6皮膚疾患の臨床研究促進  

開催【別府市】）の中で、当該8疾患の研  

稀少難治性皮膚疾患  のために、当該生体試料（DNA他）を収 井した。特に、神経捜維腫では悪性化し  

克服のための生休試 料の収♯に関する研  
究   解明の研究促進につなげられる期待が ある。成果は」仙m8lofInv8S心田心v8  

D即一相tdogy等の雑誌に掲載され、国内  

早からもかなりの反響を待た。   来の永織的医学研究に不可欠な要素を  癖字会でも、本研究班への協力・支援を  
提供することになる。  の 向けた調査用蘭（改訂版）を開発中であ  シンポジウムの申で依頼していく。特許  

る。   の出願・取得は特記事項なし。   

全身性エリテマトーデスをはじめとする  
膠原病、すなわち全身性自己免疫疾患  

既に我が国および欧米のゲノム解析か  

や臓萎特異的自己免疫疾患は、同一雲  
ら、複数の疾患関連遺伝子が複数の自  

系にこれらの異なる疾患が発症する頻  己免疫疾患に関連していることも明らか  
膠原病、自己免疫疾  

度が高く、さらに同一愚者が複数の疾患  
になっており、それが民族で大きく異なっ  

患の王腹症候群を中  ていることも判明している。我が国独自  
のゲノム情報を蓄積することは、我が国  5  54  0  0  柑  16  0  0  0   

心とした実態把握と 解析に向けた試料収  
家系には自己免疫としての遺伝的 背景が単独疾患雇應患者とは異なる，  

独自のテーラーメード医療の確立の王  
★   または強く現れている可能性があり、自  

要なステップとなる。また、同定した疾患  
関連遺伝子がコードする分子またはそ  
れと密接に関連する分子群は、創業の  

己免疫疾患の解析に王事な什報を与え ると期待される。   適切な標的となることが期待きれる。   
つことが期待される。   

MDSは多彩な遺伝子・エビゲノム輿緯の  
蓄積で発症する不均一な疾患群であり、  

AMLlおよぴ7q欠失  最善の効率を目指して遺伝子異常検凛  
暮任遺伝子変異情報  システムを≠集し、それを用いて得た遺  
苦有する骨脱臭形成 症候群検体バンクの  なし   なし   0  6  0  0  5    0  0  0   

付加し、目標症例数を大幅に上回るサ  
構築   ンブルが公開可能になった。  究者に広く公開することは、学術的・邑  

際的・社会的に大きな意義のある事業  
である。   
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研究課態名  名   名   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

帥終  和 文  英 文  
始了  等   

待   

家族性突然死症候群は、ある家系内に 九して不によ然死がおこ  
積整脈る突る  

疾患を総称している。心筋のイオンチヤ  
ネル遺伝子の変異や機能的な多型によ  

遺伝性に加えて薬物を含む2次性0丁廷  

り、発症することがわれわれの研究で明  
長症候群の臨床および遺伝的背景につ  

らかとなってきた。我々は、患者さんの  
ても長らく研究しており、厚生労働省の  
医薬品朋用葡として、重篤副作用疾患  
別対応マニュアルの心室頻拍を主任報  家族性突然死症候群 の遺伝的背景の解明  21  21  難治性疾患 克服研究  堀江稔        ゲノムDNAを解析し、その遺伝的什報と 臨床イ象を詳細に比較検討することから、  家族性突然死症候群の発症に関わる  告者として担当した。関連ホームページ  

多くの分子遺伝学的な新しい喜美を発  アドレス（重篤副作用疾患別対応マニュ  

見した。KCNOl遺伝子変異でスプライシ  
アル）  

ング異常を来すメカニズム、KCNElの塩  
恥：／／ww湘．mhlw．gojp／t叩ics／2006／11  

基多型での娩能l瑠書、2次性QT延長症  
／′り1122－1．html□   

候群の遺伝的背景などである   が期待される。   

r抗好中球細胞質抗体関連血管炎関連  
遺伝子に関する研究」の遺伝子解析研  
究計画暮・同意説明文暮・同意暮・同意  臨床研究の終了後には、本研究で収集  

撤回書を作成、研究協力機関に配布  
したDNAを難病研究資源バンクヘ寄三毛 する予定である 

抗好中球和地賞抗体  し、研究を朋姶した。検体収集状況は、  
。寄託が実現すると、今  

後の我が国におけるANCA関連血管炎  
の遺伝子研究を加速させ、その結果とし  3  18  36    47  6    0  0   関連血管炎虚名の 卵nOmicDNA収九に 関する研究  21  21  難治†生疾患 克服研究  針谷 正祥       平成21年5月現在、39検体が収■され た。R8m汀－JAV参加愚者の検体が28、  て難治性疾患であるANCA関連血管炎  

JMAAV参加愚者の検体が11であった。  の治療成練・予後改善をもたらし、行政  
全ての検体からは適切にゲノムDNAが  
抽出され、研究計画霊に沿って保管さ  

および国民医療に貢献できる研究とな  
から、本研究は高い臨床的成果を今後  る。   

れている。   もたらすことが期待される。   

日本のSMAの患者の約1／4に相当する  
症例の分析を行った。曲射†報の収★  
と分析、データベース化により、発症年  

常軌性進行性筋萎組症（SPMA）と脊髄  

齢、王症度」臨床所見の分析ができた。  
性筋萎縮症（SMA）の名称について、従  

小児期先症の脊髄性  SMAの乱射こは幡があり、′診断基讃を  
筋萎縮症の生体試料  
収♯に関する研究   克服研究   用いた判定において、注必要であ ると考えられた。小児期発症と成人発症  

には開きがあり、4型l如しSとの病因的  されている。国際的な表現に統一を図る  

異同の検討が必要である。生体試料の  
ためにSPMAとSMAを「脊髄性筋萎縮症  

収♯には継絶と協力体制が必要である  （SMA）」とした。   

と考える。   

先天性中枢性低換気症挨群  
（∽相即鮎IGOn廿qlhypov8n七1a心帥  

府l胞低換気症候群の 病蛇の研究  2丁  ヱ†  難治性疾患 克服研究  早坂 ブ書    syndr01∩8）の主因は．転写研オ因子 PHOX28の鹿川脚仰のポリアラニン伸長 変異であるが ．精子形成時の不等姉妹  
0    0  0  0  0  0  0  0   

染色分体交換によることを明らかにし  となる．   

た．   
明らかにした．   
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開終  
名   

和  
始了  文   

待   

試料収先と共に後方視的に診療録上で  本研究の遂行には患者、家族の理解が  
線条体凧質変性症（SND）の病臥病因  最も重要といえる。病態解明や新規治  
解明のためにノくイオリソース収■は不  療法開発のためにこのようなバイオリ  
可欠である。特に病初期には確定診断  ソースパンクの王事性を国民全体に理  

線条体黒質変性症を  が阻難なため、生化学的初期変化を見  解されるよう啓蒙することが本研究の迷  
主体とするパーキン   出すのが困難である。本研究では、診  国民の検体収集も重要性を示し、この       行に不可欠と考え、平成21年10月と22   

21  21  難治性疾患  村田 美穂  3  5  8  l  23  4  0  0  2   
リソースバンク構築に  イオリソースを臨床†貴報等とリンクした  今後の福祉医療真の軽減につながる。  「リサーチリソースネットワークを用いた  
関する研究  かたちで収■することが最大の特徴で  神経・精神疾患の研究資源（剖検脳等）  

ある。現在まだ収九途上であるが、この  の確保と病態解明を目指した研究」班と  
収集・保管システムをできたことは今後  共催で／くイオリソースバンク活動推進の  

の病態解明に大きく貢献するといえる。   ための公開講座を開催した。2回の講座  
明にも極めて重要であることを示した。  で約8【）名の参加を待た。   

希少疾患の生体試料バンク構華は、長  
い年月を要するきわめて労の多い研究  
事業であるが、一旦檎簗されれば、それ  
を利用した医学研究を効率的に進める  

難治性肝農疾患（原  ことができる。未だP【暮C生体試料の難病  
発性胆汁性肝硬変） の生体の集  

試料等収  克服研究   いが、今後．難病資源／くンクヘ提供され  
なし   なし   5  5  0  D  5    0  0  0   

に関する研究   た試料を用いて基礎と臨床の専門家が  
共同して研究に取り組むことができれ  
ぱ、悶Cの病匹解明、予後予測、新しい  
治療法の開発につながる画期的な研究  
が速成できると思われる。   

王症多形溶出性紅慣の試料収集・保  
菅・再利用について倫理面、今後の再  重多形也分 によって生じる王症の某疹であることか  重症多形溶出性紅斑に含まれる  鼠症多形溶出性紅斑は重症の菜疹であ  本研究の研究者らは露症多形遠出性紅   
利用を考慮して、採取する試料・その王  ら、本研究にて収集された雷式料を用いた  Stovens－JdlnS仰症候群、中寺性表皮  り、後遺症を残すことから厚生労働省の  斑の臨床的特赦やそれに関する基礎的  
などを研究者間で検討した。この結果と  基礎研究は、本症の発症機序の解明、  壊死症、薬剤性過敏症症候群について  副作用・感染等被書判定第一部会（平  研究の成果をルch；vesof【）e汀natOIogY、  
して検体提供者の倫理面に配慮した説  遺伝的背景の解析、感染症との関連や  は診断基準が制定されており、広く利用  成21年座 策2－6回）などでも頻繁に赦  Eur叩8anJoum丘lofl爪Ml」ndogyなどの  

王症多彩遷出性紅斑   明文書、同意書、同意撤回書の基本文  重症化の撫序の解明などに干赦し、さら  されている。本年度にはSt8V8nS－  漬する対象として取り上げられている疾  世界的に有名な雑誌に論文を発表し、   

管管嘩システムの確  克服研究  21  21  難治性疾患  塩原哲夫  

尿、唾液の4絶類を選択し、保管するこ  的背景を有する患者では原因になると  に掲載された（日皮会誌119：2157－2163，  の因子の解明、遺伝的背寮の解析、さ  科などの本邦の学会誌にも結果を掲載  
とにした。また、今後の再利用のために  推測される薬剤の投与を回避するという  21）。また、急性汎発性発疹性払底症に  らに新薬の開発などがなされれば、本症  している。さらに、菓疹分野で最も権威  
試料採取時の疾患分類、原田薬剤、基  医学的配慮や新しい有効な菜劇の開発  ついてはすでに診断基準案が作成され  の発症回妻や発症した患者へ適切な医  のある学会であるDnJgHyp8帽8nSi七vity  
礎疾患、病勢、治療状況なども採取した  による治療選択肢の増加に貢徹するこ  ているが、現在、最終的な検討が行わ  療の捷侠が可能になり、ひいては医療  Me8血どの開催者より、次年度の講演を  
試料に統一して付しておく必妻があると  糞削動こ大いに東徹することになる。  招隋されている。   
いう研究結果を得た。   すると思われる。   

これまでライブ環境における同一人物  
の回腸・大腸を解析できた例はなく、本  

縮果が初めて膠原病患者の腸内環境を 解析することができた。膠原病患者では 無症状でも回腸に微細な炎症があるこ  
できたことかは  

特定難治性疾患愚者  
とが確習ら学術的意義 非常に高い。また欧米ではカプセル内  

特になし。   特になし。   35    0  0  53  32  0  0  0   の回腸・大腸生検組 繊バンク構築  21  21  難治性疾患 克服研究  渡辺 守         視鏡が主な小腸検査となっており、本邦 で開発された内視鏡による脾生検検体  は本邦袖自の解析手法であることから  
も国際的な評価は高いと考える。腸管  
はヒトで最大の署官であり、多機能であ  
る組織であることからも基本構造を理解  

し病態を解明することは社会的意隷も  
多い。   
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（件）  

研究課脂名・  研究事業   研究者代表者氏  名  専門的・学術的観点からの成果   
名  

臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成案   その他のインパクト  出  

開l終  和  
始了  文   

得   

今回の研究で明らかになった1症心不   

全心筋細胞の棲における超微細構造の  
変化は、心筋lこおける遺伝情報以外の  

修飾が心不全心の椴内で起こっている  

且症特発性心筋症息  ことを示唆する。生後、分裂をおこなわ  
ない心筋においては遺伝子が練り返し  

昔の生体資料の収集   および新規予後頒虐  克服研究   該当無し   該当無し   D  4  0  0  0    0  0  0   

園子の検廃・解析   が起こることを示唆する。この修飾の有   
無が心不全が回復するかどうかを決定  
するという今回の研究結果は、心不全  
の発症分子機構としては新規の概念で  
あり、心不全の新しい病態機構の発見  
と考えられる。   れる。   

突発性難聴、特発性両側性感音難嘘、  
メニエール病、連発性内リンパ水性は特  本研究の発展により、従来から種々の  
定疾患（難病）に含まれ、患者のQOLを  
著しく低下させるため疾患の克服が期  
持されている。これらの疾患に関して、  
従来から檀々のアプローチで研究され  

難治性内耳疾患の遺 伝子パンク構築  21  21  難治性疾患 克服研究  宇佐美 真一        ているにもかかわらず、未だ発症メカニ ズムは不明である。本研究では、原田  の特定・発症メカニズムの推定・適切な  
治療法を開発するために必要な基礎研  
究の推進に必要不可欠な遺伝子バンク  
檎築の基盤整備を行った。今後、これら  
疾患の解析が発展することが期待され  トロールによる予防、あるいは治療薬剤  

る。   
療薬剤選択の参考となることが期待され  選択の参考となることが期待される。   
る。   

本研究姐はガイドラインを直接作成する  
ような性質の研究ではない。ただし、本  
研究により蓄積された本研究に基づく  
データは、今後の診断・治療法の開発の  

ウイリス動脈輪閉塞  
みならず、ガイドラインの改定作業にお  

症における生体試料 の収先に関する研究  21  21  難治性疾患 克服研究  吉本手  日本に多い疾患の生体試料の収兼研 究で世界に類を見ない  今までのデータの無かった中大脳動脈 の血管壁データが蓄棟さ九た       いても非紺こ有用なデータとなり得る。 なお、ガイドラインに関しては「ウイルス  なし   13  2  0  0  0  0  0  0   

動脈輪閉塞症の診断・治療に関する研  
究」（研究代表者：橋本信夫国立循環  
暮病研究センター総長）で作成し、脳卒  

中の外科王封こ掲敲された（脳卒中の外  
科3アニ3ヱト337，2009）。   

前臨床研究においてサ系統疾患モデル マスとしてCNPノックアトマスに対  

ウウウ CNPのたが 
する効果を確認し、今後 様々な甘系統疾患モデルマウスに対す  骨系統疾患に対する有効な薬物治療は  
る効果を検討することで、疾患の原因分   

て強力なサ伸長促進作用を持つことを 発見し、骨系統疾患への臨床応用を計  

る。本研究は甘系統疾患におけるCNP 治療有効症例の把握を！式みるものであ  
低身長痘における  21  21  難治性疾患 克服研究  中尾 一和  

的にも期待ができる。   い合わせも頻繁である。   
るが 

、臨床研究としてまずCNP／GC－8系 のこっ 
基礎傭測定をおなた。   
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原著論文  

（件）  

研究課魅名  研究事業   研究者代表者氏  名  書門的・学術的観点からの成果   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  
名  

開終  和  
始了  文   

得   

∨【MP検査を用いて、耳石菩単独の陣  

めまいを有する愚者は、確定診断を求  

特発性耳石器陣書に   および分担研究者の所属する各施設に   書によって生じると考えられる疾患、す なわち一特発性耳石睾陣書川よって生じ るめまいの診断基準及び櫻澤的治療の ガイドラインの作成を目的とし、申請者   本研究で着目する特発性耳石器障嘗 は、VEMP検査が行われる以前の一般 的な前庭機能検査ではとらえることが出 来なかった新たな前庭疾患である。本疾 患の頻度はめまい患者の3％程度であ  特発性耳石器障害の診断基準（案）を 作成した。1．温度刺激検査は正常で、 前庭誘発筋t位検査などの耳石善検査 で少なくとも－側の異欄唐呈する。2．回   めて，棟数の病院・診療科を受診する傾 向があり、1複する検査を各施設で複 数回にわたって行われることが多い。本 研究で特発性耳石碑書の病態及び  平成封年7月4日と11月14日に共同研究 者による班会注を聞き、後ろ向き研究に より集積されたデータを基に、特発性耳 石器博幸の診断基準に関する議論を 行った 
21  21  難治性疾患   岩崎嘉一  。本研究の研究内容の一都は、   

準および治療ガイドラ  克服研究  
インの作成  5年間にわたって集積し、VEMP検査に  

l  12  0  0  12  l  0  0  0   

て異類所見を呈し、その他の内耳機能 検査が正常であった症例を抽出した。そ の鳩巣、特発性耳石器障書と考えられ  
が 

る症例、少数ではあるものの（3．3軋  
からも責赦することが期待される。   

存在することが明らかになった。   

1＿告性活動性E巳ウイルス感染症  

（CAE8V）の患者発生数を年Ⅶ約1（氾と  

推計した。2，CAE8V成人症例では小児  
例と比較して、CHOP療法及び大王  

慢性活動性E8ウイル  
C再「血；n¢療法の効果が低く制作用が  我が国における年間のCAEBV患者発生  数が推定されたことにより、政策医療に  

ス感染症の実態解明 と診断法確立に関す  
おける対策を構築する際の基盤情報が  

る研究   れた。3．EBV遺伝子発現を迅速に解析 するためのmRNA定圭法を開発した。4．  与えられた。   成した。   

新規高感度特異的EBV感染細胞同定 法を猛正し、CAEBV診断への応用に成  
功した。5．CAEBVの主要病態を再現す  
る異種移植モデルの作成に成功した。   

いる。   

Loeys－Di8tZr症候群（LDS）は、大動  

鑑別診断上重要であると考えられるマ  
ルフアン症候群（MFS）およぴその類縁  
疾患が疑われる患者制200例の遺伝  
子解析を行い、16症例の診断を確定し  

ロイス・ディーツ症候  た。また、他施設の研究協力者の協力  
LDSは、適切な疾患管理により大動脈  

向けた臨床所見の収  群の診断基準作成に   た症例の約ユ分の2を把握できた。このう  
4  3  0  12  4  0  0  

集と治療成績の検討   ち、これまで報告のほとんどなかった薪  
より、患者の00Lと予後の改善が望ま  

生児発症例について論文報告を行つ  れる。   

た。また、MFSとの鑑別について、臨床  

症状および同性診噺のそれぞれの視点  
から解析を行い、論文を発表した。  

明らかになってきた。   

わが国における高テロシン血症の発生  われわれはタンデム質量分析計を用い  
状況について調査した。高テロシン血症   
ま遺伝的にも生化学的にも多様な疾患  72，695人中にテロシン高債を認めた新  た新規新生児スクリーニングの対象疾  高テロシン血症を示す新生児数を検討  
群であり、その患者数は増加しつつあ  生児は95人（0．13％）存在した。次に、全  恵に含まれており、新生児期に患者が  した。タンデムマススクリーニングが全国  

高テロシン血症を示   る。また、確定診断に至らない症例も少  国の930施設を対象とした全国調査（回  発見されることもある。しかし新生児期  的に拡大される準備が進められている   
す新生児における最  なくないと考えられた。高テロシン血症  書車71％）を行った。その調査では、遺  に血中テロシン高値を示す児は多く、そ  中で、確定診断のための検査法を確立   

21  21  難治性疾患 克服研究  中村 公俊  12  2  0  5  2  0  0  0  

トコールと治療指針  ているが、最先端の治療は、新規薬物  筈があった。特にタンデムマスによる高  シン血症を発見することば困難なことも  症Ⅰ型における遺伝子診断系と、鑑別疾   
の作成に朋する研究  治療や肝臓移稚の＃入に伴い大きく変  テロシン血症を示す新生児数、遺伝性  少なくない。わが国における高チロシン  患となる高テロシン血症11型・コ1型の酵  

化した。肝臓移檀は先天代謝異常症の  高テロシン血症と一過性高テロシン血  血痕の患者の診断・治療の状況につい  兼反応産物をHPLCによって分激・定重  
小児期患者に対する治療法として確立  症とのテロシン価の比拉についての検  て調査し、高テロシン血症の診断基準、  する酵素診断系を設定したことは、スク  
し、高テロシン血症Ⅰ型患者の予後を大  リーニング後の取扱いを決定する上で  
きく改善していると考えられた。   るうえで重要であった。   重要であると考えられた。   
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（件）  

研究課題名  名   名   
臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

間終  和  
姶了  文   

得   

はじめて一般人口での発症率調査を行  
い、821％の結果を得たゥまた、230名の  
研究附こ登録された患者の症状検査所  

新生児食物蛋白；莞発  
T腸炎（NイP把S）の  れること、舷出生体王、外科手術などが  

見を解析し、大きく4つのグループに分 かれること、多くの児で胎内感作が疑わ   
把櫻、診断治療指針  
疾患槽念確立、実態   
作成に関する研究   た。検査診新法の開発を行い、便 EosinophiトD8バ㈹dN8ur虎OXinの高価、  

リンパ球刺激試験、病理組織検査の有 用性などが明らかになりつつあり、日本  
アレルギー学会、米国雌息アレルギー  て活躍している。   熱のこもった討論が行われた。   

免疫芋会などで発表され、注目された。   

日本心臓血管外科手術データベース  日本心隕血管外科手術データベース  
腹部大動脈瘡症例の解析により、動脈  （JCVSD）は心勝血管外科手術症例を全  
盾の家族歴が鹿瀬裂のリスクであること  例登録する本邦でも有数の臨床情報  
を見出しさらに平滑筋ミオシンの遺伝子  データベースである。本データベースを  
変異を一症例に見出している。海外の  用いた解析で女性が急性大動脈症候群  

急性大動脈症候群に  報告では大動脈癒多発家系に平汁筋ミ   発症のリスクという結果を待た。男女とも  

対する予防治療の指 針に向けた  特記事項なし  同一の痘径基準で手術適応を決定して   
作成基礎  克服研究   る。一般の大動脈据症例にも変異例が  いる現状がこの結果を生んでいる可能  

研究   存在することはcom√∩α†dis08≦eと考え  性を推察した。本研究の成果を受けて、  
られている急性大動脈症候群の病因鴇  本データベースの今後の入力項目に  
にもインパクトを与える。その他にもリス  r頼径」を加えることをデータベース運営  

ク田子を同定した。機序解明へのヒント  委員会に提案し実行するよう働きかけて  
として期待される。  術前の心臓冠状動脈スグノーニングの  いる。このようなフィードバックも本研究  

必要性を絵師寸けた。   の王事な成果といえる。   

スミスーマゲニス症候群（SMS）は、欧米  

ではその原因究明が進み薬物治療に関 めれい 
顔面形態輿♯を伴う  する臨床研究も始らてる。しかし 本邦では、愚者儀L病應L王症度、睡眠  
先天性奇形症候群  障害の実情など全くこれまで調査された  
（スミスーマゲニス症  ことはなかった。今回の研究で、SMSの  
操群を含む）の3次元  
デジタル画像解析の 復元デ 矧こなし。   特になし。   0  0  0  0  0  0  0  0  0   

ーぅに基づく  ら大きく遅れていること示され、早 に研究を進める必要があることが示され  
診断墓場の作成と患  た社会的意義は大きい。特に、睡眠陣  
者敗の把堰に関する  書に対する薬物治療の有効性・安全性  
研究   に関する臨床研究の必要性が示された  

ことにおいて、本研究は意義があったと  
評価できる。   

BOR症燥欝は先天性の難眩や小児期  
腎不全の王事な原因であるが、わが国  

今回のアンケート鵠査で把握できた本症  
操群愚者やその主治医に対する二次調  

では．その患者数すら明らかではなかっ た。本研究において、我が国における患  
音数が初めて把凛できたことの意義は  

鰹弓耳腎（BOR）症候  は確立しており、今後、アンケート調査で  

辞の発症頻度調査と 遺伝子診断法の確立 に関する研究  2†  21  難治性疾患 克服研究  丁′」． 「       大きい。本症操群は遺伝性疾患であリ 確定診断には遺伝子診断が必要である が、これまでの遺伝子診断法では変異 検出率は必ずしも高いものではなかっ  医、耳医にアン 
た。本研究において、正接シークエンス  

法に加えてMLPA法をヰ入し簡便で変異  
ワーカーなども参加し、家族ともども早  

検出頻度の高いEYAl遺伝子診断法が  
期から心理面のサポートも行える診療  

開発された意義は大きい。   られる。   
体制モデルを作る予定である。   
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（件）  

研究誅頸名  名   臨床的観点からの成案   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

関l培  
名   和 文  美 文  

姶了  等   
得   

全国の小児遺伝学会員（臨床遺伝専門  

重要な肺合併症について新知見が国際  マイクロアレイ法による遺伝子内欠失の  軋賊nst8in一丁aYbi症候群の夙匝遺伝子   医、約180名）に質問紙を送付し、過去3 年間に所属施設を受診したRubi帖t8in－  
対象としたアンケート調査を行い国や行  

Rubinstein一丁a舟痘  

侯群の臨床診断墓讃  Taybi症候群ないしRubiれSt8in一丁ayb臆 挨群の疑いの患者数の調査を依頼した （一次調査）。患者ありと報告した学会■  
とづく有病幸の調査  の策定と新基準にも   
研究   収集した（二次騙査）。本研究で策定し た診断基準素を満たす患者は約50名で  

あった 
。これまで本症慎群の患者数は 不明であり 

ModiGdGone庇sに印刷中である。  の早期実現が望まる。   、患者数が把握されたことは 今後の行政的対応を進める上で貴重な  
基礎黄料となった。   明らかとなった。   

毛神血管拡張性小l遠矢調症仏¶のフオ  

毛細血管拡張性小l嵩  
ローアップ調査、ATにおける呼吸器機 能．職下機能、神経機能などの評価法  
の確立、ATにおける免疫の評価、AT簡  難病患者の生活の質を向上させ、不適  

向上するための指針を公表し、患者支  
3  19  0  0  32  3    0  0   

病態評価に関する研  失三甲症の実態調査、 早期！多断法確立と、  究  21  21  難治性疾患 克服研究  水谷 椿紀      易診断法の確立と横臥ATMの牲爆発 生防御枚檎lこおける役割の検討，ATに おける糖尿病発症機構の研究 援システムを構築した。   
、ATに おける免疫機能発生発達の研究、ATに  
おける小脳失調の研究を行った。   

CHARG［症候群の原因遺伝子CHD7の  
マイクロ7レイ法による遺伝子内欠失の  
検出法を開発した。既に開発した  

CHARGE症候群の鴎  
重要な合併症について新知見が国際的  

床診断基斗の改訂と  に認知された。細胞性免疫不全が重要 な合併症であり、臍帯血幹細胞移憎が  
新基動こもとづく有病 率調査およぴDNAパ  

ンク・iPS郷地の確立   有用な治療法であることが明らかにされ た。Eur叩e帥Joum白lofPedk山うGに先 表した。  回答が枚数得られており、遺伝子検査 の先進医療や保険収載の早期実現が  

望まる。  
または停留精巣（男児）または小路唇低 形成（女児）→大症状2以上または大症  

状1＋小症状2を有する症例。   対応を進める上で東亜な基融資料と  
なった。   が明らかとなった。   

オスラー病は．欧米に多い疾患であり，  

日本における有痛宰は低いとみなされ  
遺伝疫学的検割により．日本のオスラー  

遺伝性出血性末梢血  
管拡張症（オスラー  

学的検討と診療ガイ  病〉に関する遺伝疫   
ドラインの作成   ENGの3つの変異（G→C廿ansv8rSi肌 basop8irins8rSion，bas8P8irdel（鵬on） が艦された 

．  

た．多発性PAVM6停lに魅力テーテル肺 が 年4月9即 

動脈塞栓術施行された．  は可能性低い．今後．本診断規準を基   

づいた診療ガイドラインの作成が望まれ  
る．   
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研究課贈名  名   
臨床的横点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

関終  
名   

始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  囲 内  囲 脛   願 取  
得   

若年発症糖尿病と視神経萎鎗の合併を  
Wotf帽m症候群（WFS）は糖尿病、視神経  
萎縮、尿崩症、難聴、神経・精神症状な   

， 

確立されていないb原因遺伝子WFSlの  潔査により、始めて日本での実賠が明ら  この集団では90％がWFSl遺伝子変異  く、診斬の選れやその後のケアに同館  WFSの成因解明のための基礎研究で世  
Wd什am症候群の美   同定により遺伝子診断が可能となった。  かになりつつある。1次調査の結果で  による。日本のWFSはよリ   があることが明らかとなった。患者は失  界をリードしてきたが、さらにこの疾患の   

確立のための調査研  克服研究  21  2T  難治性疾患  谷澤 幸生  

究  は膜β和地の小胞体に存在し、小胞体  国とほぼ同じであり、尿崩症、難聴、尿  妥当性をさらに確王盈する。また、WFSは  て疾患についての啓発が必要である。  21年10月にパリで策1直の国際ワーク  
ストレス応答に闇与することを明らかに  路異欄など他の症候の出現頻虐も英国  まれな疾患であるだけに認知度が堰く、  また、患者の生活実態をより鮮卿こ調  ショップを開催した。本研究班は、このコ  
してきた。さらに、インスリン分泌類抱こ  と類似している。ただし、病因としては  診断が遅れる実態が明らかになった。  査し、患者支援のために必要な行政制  ンソーシアムの中核メンバーとなってい  
も存在することを発見し、その役割につ  る。   
いて解析中である。   より多様である。   細に研査し、適切なケアのための診療  

指針を策定してゆく。   

脊悦陣書種痘痛症候群の痛みは脊腕  
難治性の痛みである脊脱陣書性癖痛症  本研究は全国へのアンケートとともに地  

域研究およぴトランスレーショナルな研  
候群は、外㈲こ伴う脊悦嬢悔時に発症  

する事が多いと考えられてきていた。し かし．今回の専門施設を対象としたアン ケ 
脊髄陸曹性感瘍症候   ート研究では頚椎症性脊髄症などの  

21  21  難治性疾患  牛田壬宏  
究  

軽微なメカニカルストレスによって引き  いとされた粂剤は杭てんかん剤であるこ とが示された。今後、痛みや症状のタイ プ、対治療効果などに基づいた分類基 盤を作ることで難治性痙縞である本症 候群の患者を少しでも痛みから解放出  
ものと考えられた。  来る治療指針を作成できるものと考えら  対応について講演会を予定し社会的な  

れる。   
東商をしている。   

（1〉初めて本邦のレット症険群の愚者  
数、有病率を明らかにした。（2）レット症  

「レント症候群とMECPZ研究のシンポジ  

候群の臨床および基礎研究の資源とし  
ウム」を平成21年8月23日、本郷瀬川ビ  
ルにおいて行なった。16名の発表があ  

レット症侯群の診断と   
て、該当施設の倫理委■会および患 者・家族の同意のもとに患者血清、隠液   

ための臨床および生  21  21  難治性疾患  伊藤雅之  

物科学の九学的研究  る。（3）変異MECP2のヘテロクロマチン  めている。（3）ま興MECP2のヘテロクロマ  邦の診断基準（案）を作成した 実用化  RTTの疾患概念と臨床遺伝学的ガイドラ  て 愚者や家族への啓蒙 診断・情報        像の違いが臨床的1症腐を決めている  
可能性を見出した。〈4）ほ蓄染色体上に  サービスを行なった。寛17回日本レット  

複数のMECP2の結合サイトをみつけ  
症侯群協会サマーキャンプ（平成21年8  

た。（5）新規MECP2発現制御マウスを作  
月7日、愛知県）に参加し、特別講演を  

製した。   
行った（野村：分担研究者）。   

STXt〕Pl変異で臓奇形を伴わないEIEE  7レー解析によって精染色体の微細欠  
のおよそ1／8を説明できること，Wost症  国外からすでに30側近い大田原症候群  
候掛こ変異を革めないことでSTX8Pl変  の遺伝子診断依頼があるなど、STXBPl  
異の中核的な鴎床スペクトラムは脳奇  

年齢依存性てんかん  
で世界に先駆けて同定した（論文投稿  

‘’′症の分子麿学と  21  21  難治性疾患  松本 直通      形のないE陀Eであることは明白となっ   こる病態は、髄鞘化遅延と1邑斡・小脳低  
ものも多く本研究のような分子以上を－ つ 

形成を伴うW8St症惧群であった。遺伝  
子異常から年齢依存性てんかん性脳症  一つ同定していく試みが極めて五重 である。   

法については特許出願を行った（特願  

の臨床像が明らかに成りつつある。   2卜148055）。   
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年度  原著論文  

（件）  

研究課顆名  名   名   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のイン′〈クト  出  
関終  
始了  

和  
文   

得   

1gG4関連疾患は、ステロイド投与が初期  
1gG4朋連は新たな疾患概念であり、まだ  には暮執する。それにも関わらず．強力  

近年．世界中の注月をを浴びている  な化学療法や外科的摘出術が行われて  
kG4陳連疾患について．内科各領域くリ  

kG4関連は．現在最も注目を浴びてい   
新規疾農．IgG4関連   化苓．内分泌）．眼科．口腔外科の書門  rlgGヰ帽l如ddis叫S8（IgG4関連疾患）」  生慮馨別の診断基準が必須である。す  られ、大多数の症例に奏効している。し  る新たな疾患樗念であり，身体中のどの   

疾患（kG小MOLPS）  克服研究  21  21  難治性疾患  梅原 久範  
の確立のための研究  診断チームを．kG4の病因解析チーム  染色が必簸ではある机IgG哨樋は全‘  学会とで意見調整を行う。現在．1gGヰ閑  減方法および維持量等の確立が必要で  必要である．今年度は，内科学会におい  

からなる．総合的研究班を組織し得た．  身の請烏蕃に発生し羅患臓拳特有の臨  連疾患診断のための手引き書は作成で  ある。また．ステロイド抵抗例や再発例  て，特別教育講演がなされた．  
lgG4関連疾患に対するこのような大掛  に対する免疫抑制剤の効果についても  
かりな研究組織は世界に類をみない．   今後の課矩である。治療ガイドラインを  

に働き麓‖ナを釆ない調整中である．   作成するため．前方視的な治療研究が  
進行している。   

CⅥDに関する初めての体系的な研究が れた 
行わ。多くの患者において既知の  

成人型分類不能型免  ★任遺伝子が除外され、さらにB細胞・丁  
印胞亜群や、B細胞・T絹地新生能の解 析が行われた 原発性免疫不全症愚者の会である「つ  

疫不全症の美感把  ぱさの会jにおいては今まで小児期の愚  
者（その両親）が主に参加していたが、  襟、亜群特定に基づ く診断基準策定及び  

成されたものと考えている。病態に闇し ては自己免疫疾患の成立機序におい  
分鴇不能型免疫不全症の主たる年齢層  

病態解嘲に関する研  て である、20代以降の患者さんの参加が  
究   

、刺激側と抑制側シグナルのバランス から自己免疫と暴虐染性が共存するこ  
増えているとの報告がある。   

らかにた 
とを明し。   

痔疹の病態の解析のため免疫組織学  
的に17疾患129症例について、好塩基  侵性序疹・皮膚そう痔症を伴う中高年齢  
球を特異的に認識する杭Baso卵nUlin 抗体を用いて病変部での好塩基球の分  

疾患として認識されることにより著明な  
難治性慢性癌疹・皮  布状態を観察した。痔疹では好塩基球  り．今後活躍が期待できる中高年齢層  

膚そう痺症の病態解 析及び診断墓讃・治  克服研究   あり社会における労働生産性の向上に  0  24  27  2  18  8  2  0  D   

療指針の確立   らに基礎研究ではマウス好塩基球に鴇 集約な抗rTIMCP－8抗体TUG8の樹立l＝ 成功できた 

。この結果は皮膚組織にお ける好塩基球の同定が容易かつ確実に  
皮膚そう痔症に対する標準的な治療法  めることが明らかにされたため、毎月11  

行えるようになり、慢性痺疹のモデルマ  2億円の損失が痺疹および皮膚そう痔  
ウスにおける好塩基球の解析が進むも  症で発生することになる。   
のと期待きれる。   より医療費削減も期待できる。   

全国的調査により患者楕劇および臨床  
ゲノム・エビゲノム解析（遺伝子解析）に  

我が国は刷り込み舶の基礎的研究を リードしてきたが、患者解析を行う臨床  
的研究は欧米が中心であった。BWSの  

ゲノム刷り込み疾患  発症に関わるゲノム刷り込み異鴬（エビ  

B8Gkw；th－Wod一〉mann  
ゲノム・ゲノム変異）は複数知られてい  

遺伝子解析に基づく 診断基準の作成   症候群の全国辞査と    21  21  難治性疾患 克服研究  副島 英伸       るが、比較的多数の本邦症例を解析し て各異常の傾度を明らかにすることがで  
きた。また、全ゲノムを対象としたメチル 化解析およぴゲノム檎達解析，発病機  
機縁明の辛がかりとなると思われるいく  
つかの知見を待ることができた。  盤となる。これは少子高齢化社会におけ  

考慮する上で主要な知見が得られた。   
る医療政策に貢献できると考える。   
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年度  

原書論文  
（件）  

研究課地名  名   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  
名   

開l嘩  
始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 除   隠 取  

待   

調査の結果、PKCは神線内料書門医、  
PKCの眞搾の原田を突き止め根本治療  
を可働こする染物療法につながるような  アンケート調査を行うことでPKCを診断  

原因遺伝子の同定には至らなかった。  する機会の多い臨床医の先生方に今－  

発作性連動誘発性舞  しかしながら阜一遺伝子病として変異の  度、PKCの周知が図られたと考える。ま  

踏アテトーゼ（PKC）  
可能性を考えた場合、阜lこエキソン碩 ノでく 

ための分子メカニズ  の有効治療粂開発の  21  21  難治性疾患 克服研究  黒滝直弘       域のアミ酸置換はな、ゲノム異常、 イントロン部位あるいはスペーサー部位  
ムの解明  いて認知しており実際に診断の経験者   した」とで、数名の当暮春かb止拷問い 合わせがあり、うち2名は美原に研究代  

範囲の欠失・1札あるいは遺伝子変  
換などの特殊琴異とを含んだ新規の遺   表音が診察を行うなど、国民の一部で はあろうが、周知されたと考える。   
広子変異が原凪である可能性が示唆さ  る。   
れた。   含めた治療予後を詳しく追跡することが  

必要であろう。   

との重要性が明らかとなった。   

研究で分かってきた。   
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特  
年産  原著論文  

（件）  

研究課題名  研究事礫   研究者代表者氏  名  専門的・学術的観点からの成果   
名  

臨床的鰯点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  
開終  
始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   願 取  

得   

アンジェルマン症候群の医学的研究（合  

併症、原因など）は近年進んできたが、  

アンジェルマン症候  アンジェルマン症候群の臨床的未診断 例の存在とその地域差 全国レベルの家族会と協力して研究を  
進めることで、当事者である家族会の会  
■が難治性疾患克服研究書凛という国  群の病懇と数青的粛 応の連携に関する研 究  21  2†  難治性疾患 克服研究  大橋博文   、ならびに遺伝 学的確定診断のない臨床的診断例の 存在から遺伝学的診断システムの未整 騰が示された リ、そこで得られた100名に近い患児の  
の施策を理解するメリットがあったと考え  

。  教育権験劇の情報はこれから教育現場  る。   るというイン／くクトがあったと考える。   

で教師が参考にすることができる真土な  
情報リソースと考えられる。   

患者末梢血由来mRNAのジーンチップ  
アレイ解析において、自然免疫による塩 性炎症に関係する遺伝子群の発現塵強  新たな自己炎症疾患としての中條一西  
が認められ 対症侯群の紹介、症例のまとめを、21年  
，中條一西村症候群の本態 がでことがけられた 4月の薫1併回日本内科学会、第53回目  
侵性炎症ある裏付。  本リウマチ学会、7月の寮9回国陽炎症  

中條一西村症候群の  さらに患者病変部皮膚組織において  学会、篤33回日本小児皮膚科学会（副 会頭賞） 
CD68陽性浸潤細胞内にユビキチンの  、第2回自己炎症疾患研究会、9  

疾患観念の確立と病 態解明へのアブロ ー  克服研究   月の篤73回日本皮宿料学会東部支部  

チ   めこと、用 持つユビキチン・プロチアソーム系の異  総会（会長賞）、12月の第34回日本研究  
常が本疾層と関連する可能性が示唆さ  皮膚科学会、2010年2月の鳶15国東都  
れた。一方、患者ゲノムのホモ接合部  免疫ワークショップ（奨励賞）などで発表  

マッピンケにより、患者特異的に遺伝子  し、各賞を受けるとともに、自己炎症疾  
Xのホモ変異が同定され、変異分子の  

を作成した。   
患研究会の内容は9月発行のMedical  

生化学的t機能的解析が進行中であ  丁バbune誌に特集された。   

る。   

1．全包疫学調査及び過去に学会や鴇  
文として報告された全ポルフィリン症の  
集苫十が進み，実態解明に向けた成果が  
得られつつある。2．生体試料中のポル  
フィリン誘導体及び異性体の同時一括  

遺伝性ポルフィリン症 の全国疫学折重なら  自動分析法を開発した。これによって、  

ぴに断 ポルフィリン症の生化学的診厭蔑として  
診■治療法の  －＝祐一－   

開発に関する研究   が厚生労働科学研究費補助金にて開始  の鑑別確定診断が可能になった。3．1 病型のポルフィリン症の遺伝子診断法 を開発し、未発症愚者の早期診断を可  されたことが紹介された。   
能とするばかりでなく、患者の遺伝子異  
常の多様性及び実態解明に向けた研究  
が可能となった。また、世界で報告され  
ていない遺伝子異常を見出した。   

1．両耳甘導補聴蕃による聴空間のサイ  
ズについて：両側小耳症・外耳適所錦症  

1．市民公開講座を平成22年1月18日に  

例に対し，両耳サ導補聴器装用下に無   

先天性両側小耳症・  の発生頻度がしくいことが大きな課   
外耳道閉鎖疾農に対  着があった。2．その市民公開講座の記 録を表紙カラ 

ーの空気の惑星である地 球をあしらって冊子として刊行した。3 

成術の開発と両耳聴  する、良い耳介形成t 外耳道・鼓膜・鼓圭形   
実現のためのチーム  道閉鎖症に対する機能と形徳の再建」 は形成外科と耳鼻咽喉科の領域に大き  
医療   なインパクトを与えた。4．本研究の成果  

を21年9月にロンドンで開催された耳の  
は、その認知には限界があるが，コミュ  

ニケーションには有用であることが明ら  手術の学会のPo枇z8rSoGietyMe8ting  

かになった。   出来なかった。   
で発表し、大きな反応があった。   
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特  
年度  原書論文  

（件）  

痛究課惣名  名   名   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開終  和 文  英 文  
始了  等   

得   

アンケート調査では高プロリン血症正が  高プロリン血症に特有な症状はないの  
1例確認できた。高プロリン血症Ⅰ型に  

ついては日本で2例1987年と1991年に  

高プロリン血症の臨  報告されていることが文献調査において 明らかとなった 

床的多様性の解明と  。非常にまれであること が明らかになった 
リ、新生児マススケノーニングに加えるこ  

新しい診断基準及び 長期フォロ 0  0  0  0  ○  0  0  0  0   
ーアップ体  

制の確立   血中プロリン檀は正規分布をとるが（51 －27丹M）中には＋2．5SD以上の人 がいる 

。新生児マス・スクリーニングろ紙 血を用いたアミノ酸分析はプロリンは測  

定および評価が可能と考えられ、データ 取得中である。   検出されればⅡ型と診断できる。   

全国の日本小児外科学会認定施設を対  
分担研究者らの施設における観察研究 から、新生児ならびに乳幼児の難治性  
難治性肝血管腫に対して、抗がん刑治  

新生児および乳幼児  
肝血管踵に対する新  
規治療の実態把握な らぴに治療ガイドライ  
ン作成に関する研究   選択肢として施行し得ることが検証され た。病理組織学的にはDohn8r、Ishakら の捷唱する乳児血管内皮腫Ⅱ型と、血 管内種の臨床憺に類似点が観察され、 より壬蕉な臨床像を示唆する錦織型とし  

て注れた 
目さ。   

要し、施行可能な施設が制限さ九るなど  
の間淫が指摘された。   

尿中NAAの異精度算出に年齢相当の 対照群を用いることで、カナ′くン病と他  
の類似疾患との鑑別がより明確にでき  

カナ′くン痛の実態把  ることが示せた。また、尿採取による  
特になし   特になし   0  0  0  0  0  0  0  0  0   檀とケア指針作成の ための研究  21  21  難治性疾患 克服研究  星野 美紀      NAA測定簡便な方法であるため、埋も れているカナバン痛疑い症例や乳児早  期に精神運動発達遅滞を呈する患者で  

のスクリーニング検査としての意義は大  
きい。   

助とできるようしたい 

一次性範チャネル病については臨床医  
小児神綾・神経内科専門医への調査お  による確実な診断に加え、遺伝子診断  
よび遺伝子診断施行例の調査で鮪チヤ  体制の確立が喫緊の露地であることが  
ネル病の各疾虎の頻度、高頻度な遺伝 子異とその臨床症状など本邦におけ  

常  については多彩な合併症の総合的な管  
本邦における筋チヤ  

0  0  0  0  13  2  0  0  0   ネル病の実態に閲す る研究  21  21  難治性疾患 克服研究  高橋 正妃      る現状が明らかとなった。今年度運用を 開始した筋強祉性ジストロフィー庄子ー タベースは、疫学研究のみならず、治療  フィードバックしており、ネットワークづく  期からの総合的な医療による効率的な  
薬開発などの臨床研究に有用なものが  
作成できた。また、臨床検体を共同利用  タぺ一スの構築および臨床サンプルの  
することができ、病態解明研究にもあら  共同利用といった、より効率的にトランス  
乍な進歩を認めた。   究に非，引こ有用であると考えられる。   レーショナル研究を推進するための基盤  

整備ができた。   
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特  

年度  
原著論文  

（件）  

研究事業   研究者代表者氏  名  書門的・学術的観点からの成果   研究課麹名  名  臨床的嶺点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開l終  和  
始了  文   

待   

国立病院像檎病院と中心に慢性好酸球  本研究は三年計画の二年目である。短  
性肺炎（C［P〉研究グノレープ（JNHOC〔P studygroup〉を結成し、世界最多の症例  

原因不明の慢性好酸  数を牡模しつつある。すでにCEPの増悪  
球性肺炎の病態蝋  明、新規治療法、お よぴガイドライン作成  0  0  0  12  0  0  0  0  0   

（ERJ2008、〟2008）、肺線維化に脂質メ ディエーターが関与していること（CEA  
に関する研究   2009）。また新規好酸球活性化指標を見  

出し（CEA2【氾7）、といった業績をあげて  
から、三年らlこは治療ガイドラインを作  

いる。   
成していく予定である。   

本年度新たに収朱した歌舞伎症候群症  歌舞伎症候群が特徴的な顔貌からのみ  

例を含めDNAとして利用可純な試料が  
診断されているが，その中でも2群に分  

ゲノム異隅症として歌  63症例のDNAを解析可能となった。世  
かれる可能性があることが示唆された。  

舞伎症候群原因遺伝  界的にもこれほど多くの症例を収ホし．  
原因遺伝子が判明した場合には．特徴  

子同定と遺伝子に基 づく成長障書治療可  的顔貌がなく精神発達遅滞十多発奇形 つに  
をも非特異的症候＃患者も歌舞伎  

0    0  0  21  6  0  0  0   

はない。2．7Ma汀ayの解析を開始し．ま  

能性の研究開発   だ6名と少ないが．ゲノム構造異頬のプ  
症候群原因遺伝子が原因となっている  

ロファイリングを開始しており今後の進  疾患も予想される。精神発達遅滞を伴  

展が期待される。   れた。   
い愚者群の原因確定．確定診断に重要  
な遺伝子である可能性がある。   

以下の内容がマスコミで報道された。1）  

細網異形成症の原因遺伝子であるAK2  
細網異形成症の診断基準・治療指針を  絆網異形成症を含む免疫不全症患者に  
作製した。診断基準としては、AK2蛋白  

の遺伝子解析法、AK2のウェスタンブ ロにンパ立 

研究   細網異形成症の診断 と治療lこ関する調査   21  21  難治性疾患 克服研究  野々山 憲章    ットよるタク解析法を確した。 病態解析として患者骨馳継胞を用いて コロニ ーアツセイを行った。愚者よリ  
覇bmblastsを樹立した。これを用いてiPS  置法を含めた造血幹細胞移植の方法  
細胞の作製を開始した。   

（薬）を提示した。さらに新生児マススク  リーニングの必要性。4）細網異形成症  

リーニンケ法の開発も行った。   を含む免疫不全症中央診断登録システ  
ムであるPIDJの有効性。   

インプリント遺伝子のDNAメチル化は．  
配偶子操作を行う生楚補助医療（ART）  

エビジェネティツクな修飾として変化を受  はインプリントが獲得t維持される時期  

の配偶子を換作するため、その影響に  
けやすい特徴があり、先天性疾患の原  
因となる。配偶子操作を行う生殖補助医  

ゲノムインプリンテイ・  療は、インプリントが獲得・維持される時  

実慈把堰に関する全  
0  3  0  0  3      Q  0   

国多施設共同研究   
ンケ異常症5疾患の    21  21  難治性疾患 克服研究  有馬 隆博       期の配偶子を操作するため、その影響 について懸念され、BWSやAS等の先天 性疾患の発症頻度が増加しているとの  

報告が数多くみられる。今回の解析した  
症例数はこれまでの報告例では最も多  朋達する辛が示唆される。少子化、晩婚  
く、PWSの報告は世界ではじめてであ  

化の社会情動＝より、今後もART患者  

る。   
のせ如が見込まれるため、次世代社会  
の最重要な行政的間蛤と考えられる。   
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